
２０２２年度５月 定例理事会 

２ ０ ２ ２ 年 ５ 月 ７ 日 

司 会：斎藤副理事長 

☆ 伝 達： 

・なし 

☆ 開 会：  

☆ 事務手続き： 

・定 足 数 確 認 ２３名中２０名出席、過半数を超えますので理事会は成立します。 

・議事録署名人  吉 岡 克 己 

・書 記 任 命 井上千恵子 県連盟副コミッショナー 

・代理出席の承認 護摩所 顕（西部初雁地区委員長）代理 松田一寿（西部初雁地区副委員長） 

浅 見 弘 明（奥武蔵地区委員長）代理 弓手良行（奥武蔵地区コミッショナー） 

☆ 連 絡 事 項： 

１．日本連盟機構改革に関する教育規程の改正               *日連HP参照 

２．日本連盟「ドリームチーム」２０２２年度以降の登録のお願い       *別紙参照 

３．ＲＣＪ２０２２年度第１１期運営委員会 選挙枠運営委員の募集について  *別紙参照 

４．富士特別野営２０２２ 基本実施要項                  *別紙参照 

５．２０２１年度 組織拡充顕彰 埼玉県連盟「優良団」について 

  Ａランク団（スカウト６５名、指導者２５名 合計９０名）＊直近３年間 

戸田第１団  川口第１９団  川口第２１団  さいたま第２１８団 

さいたま第１団  さいたま第８団  春日部第９団 

６．日本連盟委員・財務委員の委嘱  栗原 均（県連盟理事） 

７．県連盟カレンダー（５月・６月・７月）                 *別紙参照 

８．そ の 他 

・６月５日、県連盟年次総会 団招集状、表彰者案内状 ５月１３日頃郵送予定 

☆ 協 議 題： 

１．２０２１年度 一般会計決算（案）について               *別紙参照 

２．２０２１年度 需品会計決算（案）について               *別紙参照 

３．２０２２年度 一般会計予算（案）の一部修正について          *別紙参照 

４．県連盟規約の一部改正、県連盟感謝・表彰規程の一部改正について     *別紙参照 

５．第１８回日本スカウトジャンボリー・第４回埼玉キャンポリー補正予算案（修正予算案） 

*別紙参照 

６．その他 
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【 各 種 運 営 委 員 長 の 発 言 】 

☆ 総務企画委員会 

☆ スカウト教育委員会 

☆ 成人支援委員会 

☆ 戦 略 本 部 

☆ ユース会議 

☆ トレーニングチーム 

☆ 施設管理特別委員会 

☆ セーフ・フロム・ハーム特別委員会 

☆ ボーイスカウト埼玉県育成会 

☆ 第１８回日本スカウトジャンボリー・第４回埼玉キャンポリー実行委員会 

☆ 埼玉県連 SDGsタスクチーム 

☆ 総会準備委員会 

【 日本連盟委員の発言 】 

☆ 財 務 委 員 

【 県連盟コミッショナーの発言 】 

 

【 理 事 の 発 言 】 

 

 

◆次回運営委員長会同： ５月２１日（土） オ ン ラ イ ン 19:30～21:30 

◆次 回 定 例 理 事 会： ６月４日（土） 浦 和 コ ミ セ ン 第 ６ 集 会 室 14:00～17:00 
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２０２２年度 ４月定例理事会 議事録 

 

■日時 ２０２２年４月２日（土） １４：３０～１６：５０ 

■会場 埼玉県男女共同参画推進センター セミナー室３．４ 

■伝達 ・コミッショナー上級訓練課程 那須廣久（坂戸第１団） 

       

■開会 山本副理事長 

    

■事務手続き 

・定足数確認   ２３名中２２名出席、過半数を超えますので理事会は成立します。 

・議事録署名人  高橋義人 理事 

・書記任命    井上千恵子 県連盟副コミッショナー 

・代理出席の承認 榊 勝次（みなみ地区委員長）代理 山﨑芳廣（地区総務企画委員長） 

         護摩所 顕（西部初雁地区委員長）代理 山本誠一（西部初雁地区協議会長） 

         吉岡克己（総務企画委員長）代理 水田一佳（総務企画副委員長） 

          

■連絡事項 

１．日本連盟評議員の委嘱 牛山佳久（県連盟理事長）【角尾事務局長】 

※任期 ２０２２年度定時評議員会（５月２７日）～２０２６年度定時評議員会 

２．日本連盟理事の委嘱 山本照恵（県連盟副理事長）【角尾事務局長】 

  ※任期 ２０２２年度定時評議員会（５月２７日）～２０２４年度定時評議員会 

３．日本連盟委員・資金醸成小委員の委嘱 鈴木俊明（県連盟理事）【角尾事務局長】 

４．ボーイスカウト日本連盟創立１００周年記念募金各団への協力依頼について【角尾事務局長】 

＊理事会資料 P１０-１４   

５．自然体験あそびインフォメーション第５号【角尾事務局長】＊理事会資料 P１５ 

６．２０２２年度スカウト特別海外派遣 派遣員の募集について【角尾事務局長】＊理事会資料 P１６ 

７．日本連盟創立１００周年企画「１００人のスカウトサポーター」推薦のお願い【角尾事務局長】 

   ＊理事会資料 P１７-１９ 

８．２５WSJ 参加希望者 海外派遣参加申込書 ４月３０日までに県連盟事務局に提出【角尾事務局長】 

  ※書式 国際 ボーイスカウト日本連盟 加盟員向け情報（scout.or.jp） 

９．県連盟カレンダー（４月・５月・６月）【角尾事務局長】＊理事会資料 P２０ 

１０．その他 【角尾事務局長】 

   ・「全国防災キャラバン２０２２」開催希望の地区確認 ※３月理事会依頼事項 

    みなみ：１１/２３（第１希望）または１１/３（第２希望）、川口市グリーンシティー予定 

    さいたま南：１１月または来年１月、イオンモール浦和美園 

    さいたま北：９/４、イオンモール与野  むさし：１０/２３、イオンモール上尾 

    東埼玉：１０/８、イオンモール春日部  ひがし：１１月、越谷イオンレイクタウン“森”  

・地区配布資料４点（県連だより、１００周年記念募金資料、交通安全運動チラシ、普及ポスター大） 

   

【補足：中牟田県連盟コミッショナー】連絡事項８の２５WSJ の参加申込について。４月３０日が期限ですが、当

初、予定の人数（申告）を地区からいただいております。現状、指導者が非常に少ないという状況もございます

（関東ブロックを含めて）。４月は進学、転職等色々と社会状況が個人個人変わられていると思いますので、４

月末までではありますが、早めに確定しているようであれば申し込みを事務局にご提出をいただきたいと思い

ます。参加についてはスカウト、指導者すべての面接を行います。もう既に５月、どのようなスケジュールなの

かお問い合わせをいただいている地区もありますので、どのような形で面接をするか決めていきます。 

なるべくギリギリにならないように地区の中で参加の申し込みをお願いいたします。 

【質問：山﨑地区委員長代理】２５WSJ の申し込みをまとめるのは各団でしょうか、地区でしょうか。 

【回答：中牟田県連盟コミッショナー】地区でお願いいたします。 

【質問：平松理事】申し込みですが、地区コミッショナーに直接きていますよね。地区委員長にはきていないので

すが、コミッショナーがまとめるのでしょうか。 

【回答：中牟田県連盟コミッショナー】地区コミッショナーにはもちろん連絡をしていますが、理事会の中でもお

話をさせていただいておりますので、地区としてまとめ、最終的には事務局へ届くようにお願いいたします。 

 

【発言：山本副理事長】今回、新運営体制で皆様にお集まりいただいております。任期は総会までですが、本日お

越しいただいたひがし地区と奥武蔵地区の地区代表理事の方、一言お願いいたします。 

【挨拶：前川理事】ひがし地区の前川静男です。越谷第６団です。よろしくお願いいたします。 

【挨拶：浅見理事】奥武蔵地区の浅見です。入間第２団です。よろしくお願いいたします。 

【発言：山本副理事長】ありがとうございます。次に役職が変わられた運営委員会の理事の皆さんもいらっしゃる

と思います。新しくなられた方にも一言お願いいたします。 

【挨拶：高橋理事】スカウト教育委員会委員長を仰せつかりました高橋義人です。よろしくお願いいたします。 

【挨拶：中井理事】成人支援委員会委員長になりました中井です。よろしくお願いいたします。 

【挨拶：荒木理事】施設管理特別委員会委員長を担当いたします荒木です。よろしくお願いいたします。 
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【挨拶：浅野理事】ユース会議議長になりました春日部第９団の浅野陽有子です。よろしくお願いいたします。 

【挨拶：加島理事】セーフ・フロム・ハーム特別委員会委員長をさせていただきます加島潤です。よろしくお願い

いたします。 

【挨拶：脇田ディレクター・県連盟副コミッショナー】トレーニングチームディレクターと県連盟副コミッショナ

ーをさせていただきます。脇田です。よろしくお願いいたします。 

【発言：山本副理事長】それでは皆さん、よろしくお願いいたします。 

      

■協議題 

１．２０２２年度 県理事長および副理事長の選出について 【中牟田県連盟コミッショナー】    ⇒承認  

  理事長 牛山佳久  副理事長 細井京逸  副理事長 山本照恵  ※敬称略 

  ※新たに副理事長１名を選出 副理事長 斎藤政之 幸手第１団  

【挨拶：斎藤副理事長】今回副理事長というご指名をいただきました。一昨年から戦略本部の方でお世話になって

おります。今、非常に難しい時期ではありますが、県連盟もジャンボリーを控えておりますのでそれを兼務し

ながら何とか任務を全うしていきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。                               

２．２０２２年度 県連盟名誉役員の選任について 【山本副理事長】               ⇒承認 

 参与 紫藤健一（東松山第１団） 参与 西山繁夫（さいたま第２０８団） ※敬称略                           

３．２０２３年度 県連盟総会の開催地区について 東ブロック【山本副理事長】          ⇒承認 

４．第１８回日本スカウトジャンボリー・第４回埼玉キャンポリー予算書（案）について【斎藤副理事長】⇒承認 

   ＊理事会資料 P２１ 

５．その他 事務局から全団への緊急連絡（メール）について【角尾事務局長】  

 

【質問：山﨑地区委員長代理】連絡について、それで結構ですが、地区に連絡担当者がおりまして、そこに配信し

ていただくというのはいかがでしょうか。 

【回答：角尾事務局長】各団でこの方に配信してほしいというリクエストがありましたらその団にはその方にお

送りいたします。 

【質問：武藤理事】概ね賛成なのですが、連絡が早く回るという点では。どういうものが全団へ、なのか、ある程

度わかっていた方がいいと思います。何でも県連から即、団に行くと団から県連への質問がいくのではないか

と思うのですが。ご検討いただければと思います。 

【回答：角尾事務局長】考え方といたしましては、緊急の文書発信、全団にお知らせすること、もしくは募集要項、

日本連盟の募集などで理事会まで待つと遅くなるようなこと等です。今までも地区委員長には連絡をしていま

すが、そういうものに関しましては団に連絡することでチャンスを逸する機会を少なくする、タイムラグをな

くす、そういう文書です。もちろん地区委員長には一緒に配信いたします。地区委員長には届かないということ

にならないようにいたします。 

【発言：木村理事】賛成です。私から送るとワンクッション遅れることがあります。今回のコロナのこと等、すぐ

発信してほしい情報は皆が待っています。各団ダイレクトに行ってほしいと思います。北武地区は賛成です。 

【発言：角尾事務局長】基本は団委員長、もしくは事務担当者に配信いたします。一応リストを作り送ります。 

それを送り返していただいたものを登録いたします。そういう形で配信させていただきます。配信につきまし

ては Bcc 配信いたします。もちろん同時に理事会メンバーの方にも送ります。 

 

■各種運営委員長の発言 

●総務企画委員会 【水田副委員長】  ＊理事会資料 P２２-２７ 

※３月定例委員会開催はなし。  

〇２０２１（R３）年度（３/３１付）地区別加盟員数実績（日本連盟登録承認） P２２  

〇２０２１（R３）年度（３/３１付）地区別加盟員登録増減表  P２３ 

〇２０２１（R３）年度（通期）追加登録集計  P２４-２５ 

〇２０２２（R４）年度 地区別加盟員数実績（日本連盟登録承認） P２６ 

〇２０２２（R４）年度 地区別加盟員登録増減表 P２７ 

●スカウト教育委員会 【中井委員長】  ＊理事会資料 P２８-３６ 

－定例委員会報告（オンライン）－ 

〇富士特別野営２０２１ ３月２６日（土）～３１日（木） ※５泊６日 大和の森高萩スカウトフィールド 

 本多凛央（蓮田第３団）→欠席、磯本愛梨・浅田陽路・菅原海人（東松山第１団） 

〇・３月富士面接なし ・次回富士面接４月１７日（日）AM 予定  

 ※ボーイスカウト救急法講習会開催日のため調整あり 

・技能章考査員委嘱 なし 

〇令和４年度第２４回全国スカウトフォーラムに向けて 

 ・１０月または１２月 第２４回全国スカウトフォーラム 

・９月上旬  埼玉県連盟スカウトフォーラム  ※地区フォーラムの実施をお願いいたします。 

☆アクションプラン「脱・ださいたま計画」動画投稿に参加する隊を募集中。Ｐ２８の URL から 

 〇令和４年度宗教章取得講習会  ※開催案内_３月理事会資料参照  

①５月５日（木・祝）講習会 場所；ふじみ野霊園 ②６月５日（日） 池上本門寺参詣  

 参加対象 １級以上のスカウト、ローバースカウト  申し込み入力期限 ４/１０（日） 

 〇ボーイスカウト救急法講習会  ※開催案内_３月理事会資料参照 
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  ４月１７日（日）県連盟主催ボーイスカウト救急法講習会 場所；埼玉県男女共同参画推進センター 

   参加対象；県内スカウト  ※指導者、各地区実施における講師予定の方の見学は可能です。 

P３１のアドレスまでお問い合わせを。  申し込み入力期限 ４/１０（日） 

 〇「未来の車」イラストコンクール  

  現在、投票受付中です！ 投票への参加をお願いします。 P２９の投票フォームにて投票出来ます。 

※投票期日 ４月２２日（金）まで   

表彰 参加賞（応募者全員）、および入選作品（１２作品を予定） 表彰時期 ５月理事会を予定 

 〇ベンチャーコミュニティ  

  ２月２７日（日）、３月６日（日）、１３日（日）、１８日（金） 

イグナイター打ち合わせ（リモート）実施  実施報告 P３２-３４・アンケート結果 P３５-３６ 

〇BSA-FEC 事業関連 

  ３月１２日（土）ALL-Japan パインウッドダービー バーチャル開催 

  All-Japan Pinewood Derby-YouTube   参加隊；行田第１団ビーバー隊、坂戸第１団カブ隊 

 〇受章スカウトの栄誉を称える事業への対応   

・日本連盟富士スカウト代表表敬 

 赤坂東邸 （オンライン開催）３月３１日（木）PM 吉野優輝（さいたま第８団）、宮澤康平（川越第９団） 

 首相官邸・文部科学省 ３月３１日（木）PM 黒沢綾音（熊谷第２団）、大阿久翔一（さいたま第８団） 

※文部科学省表敬訪問時の司会進行に大阿久スカウトが選ばれました。 

・連盟長表敬訪問 ３月２３日（水）１０：００- 県庁庁議室で知事と面会  P３０写真参照  

【報告：小室理事】スカウト９名が参加しました。知事にお会いできる時間は１０分間ですが、庁議室に於いて 

全員自己紹介の後、歓迎のお言葉と富士スカウトへ激励のお言葉をいただきました。夏のジャンボリーは日程

調整すると仰っていました。１０分間ではもったいないので観光課の職員の方にお願いして埼玉県の観光とア

ニメについてお話を伺い、埼玉県の PR だけでなく職員の良い機会になったと喜ばれました。 

【報告：高橋理事】私もこの日、引率という形で就かせていただきました。制服の不備が相当ありました。 

 富士章なのに富士がついていない。どうしたの？と聞いたら「わかりません」と言うので、何のために来ている 

のか、というのが散見されました。もちろん連盟長訪問、皇室、首相官邸、文科省に伺う際には隊長と団でしっ

かり確認してください！ 規程集見ればわかりますから。何もわからないで、隊長が知らないで送り出したと

いうのもかわいそうなので、今後、よろしくお願いいたします。あと、スカウト自分の登録がわからず迷ってい

ます。それも団でしっかり見てあげてください。来年はこのようなことがないようにお願いいたします。 

 〇その他 ・県連盟２５WSJ 派遣員面接 ５月中実施予定  

 〇菊・隼・富士スカウト章申請対応 

菊・隼に関しましては、地区での伝達をお願いいたします。 →Ｐ３１の表 参照 

●成人支援委員会 【脇田副委員長】 ＊理事会資料 P３７-４１ 

－定例委員会報告（オンライン）－ 

 承認依頼事項 

 「ボーイスカウト講習会」参加費の全県内統一について                 ⇒承認 

  現状の昼食抜きの参加費は、８００円～１,２００円と開きがあります。この差額について委員会で協議の  

結果、県連盟が開設していることからも参加費を統一することが望ましいとの結論に達しました。 

  統一する参加費について協議の結果、以下の参加費を２０２２年度より全県内統一の参加費とする事に  

ついて、ご承認をいただきたく存じます。 

  ボーイスカウト講習会参加費 ◆昼食無し：１,０００円  ◆昼食有り：１,５００円 

〇「WB 研修所スカウトコース埼玉第９期（一括型）」の開設について  

  ※「まん延防止等重点措置」期間中のため中止となりました。  

〇「WB 研修所課程別研修 埼玉第３回」の開設について  

参加者が少なく、研修の展開が困難なため中止となりました。なお、BS 神奈川連盟が同日開設のため、当県

連盟からの参加希望者の受け入れを要請し、了承を得ました。 

以下、神奈川連盟開設の「WB研修所課程別研修」への参加人数です。 

BVS：１名、CS：１名、BS：２名、 合計４名 

〇「WB 研修所スカウトコース埼玉第９期（基本型）」の開設について  開設要項 P３９ 

  日時：２０２２年５月５日（木・祝）～５月８日（日） 場所：ボーイスカウト日本連盟 那須野営場開設 

定員：４０名   申込締切：４月１４日（木）  申込状況：６名 

※「基本型」終了後、「課程別研修」を受講して修了となります。 

〇「WB 研修所課程別研修 埼玉第３回」の開設について  開設要項 P４０-４１ 

日時：２０２２年６月１９日（日） ９：３０受付   場所：さいたま市プラザウエスト 

定員：各課程２０名   申込締切：５月２９日（木） 

  

【質問：細井副理事長】本来はどちらですか。 

【回答：脇田副委員長】本来は昼食有りです。 

【発言：細井副理事長】有りですよね。昨年度のようなコロナとか、特別な状況の時にやむを得ず１,０００円で、

昼食を持参にしましたということですよね。だから原則は昼食を含んで１,５００円です、というのがスタンダ

ードな金額ということだろうと思います。 

【発言：渡辺理事】あるブロックでは毎回弁当持参でやっていると聞きました。そのために格差が、金額の差がつ
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いているということです。私も主任講師で出かけた先で、県連でやっているのにおかしいと、ぜひ１回相談して

くれと言ったのですが、基本だから昼食を含んだものが定型だと統一していただかないと。ウチはずっと弁当

持ちだと言っているブロックがあるわけですから。その辺も徹底していただければと思います。 

【質問：細井副理事長】そういう意味で言うと、課程別研修第３回の参加費が１,０００円になっているのは、手

弁当で参加するというコースですか。 

【回答：脇田副委員長】はい。同じです。その旨、書いてありませんでしたか。 

【発言：細井副理事長】書いてありますね。いつまでこれをやるのでしょうか。 

【発言：中牟田県連盟コミッショナー】それに関しては、コミッショナーと成人支援委員会とトレーニングチーム

とで状況を見ながら、また、感染が増えたりするという状況もあるので、その都度判断すべきだと思います。 

 基本的な考え方をここで決めれば良いと思います。 

●戦略本部 【宇田川理事】  ＊理事会資料 P４２-４６    

〇新型コロナウイルス対応⇒「危機管理」   

▶まん延防止等重点措置」解除に伴うスカウト活動の実施について（２０２２．３．１８） P４３ 

「通年のスカウト活動様式 Ver.４」（２０２１．１０．３発出）の確認 

 〇登録状況   

   ▶初期登録数 ４,５２３名 前年同時期比 ９８．６％ 

    本年度末（３月末） ５,１８７名 ▲６６５名 ８７．１％ 

      継続できなかった団４ケ団（上尾第１０団、熊谷第１団、春日部第１団、越谷第１０団） 

   ▶傾向等の共有 【細井副理事長】 P４４ 

 〇ワクワク自然体験事業の対応   

   ▶２０２１年度の遂行状況 事業実施予定一覧 P４５ 

 ▶２０２２年度も日連として継続して事業開催(日連 HP には２０２２年度は未掲載）   

▶２０２２年度の各地区事業への県連としての支援について 

▶４月２日に県連代表者説明会開催 【補足：角尾事務局長】 

・２０２２年度エントリーシステムが４/９から。 

・システムについては改良されている。マニュアルも出る。ダウンロードまたは事務局から配信。 

・募集人員等のお知らせ機能。URL で募集打ち切りができる。 

・日本連盟の助成金については１回当たり５,０００円。最大３回まで。県連盟でまとめてお渡しする。 

・共済は出ませんので引き続き県連盟の方で保険をかける。報告をきちんとしてください。 

〇２０２２年度の防災キャラバン 

   ▶先ほど県内６地区、エントリーをいただきましたので、その内容について県連としてまとめて日連に報告

し、具体的な動きを取って行きます。初めて対応される地区があると思います。日連から「防災キャラバン

マニュアル」が出ますので、２０２２年度版が出次第、該当地区の関係者には共有をさせていただきます。 

   イオンと共催の形になりますので、イオンサイドの窓口の方としっかりとした形で調整をいただいて動け

ればと思います。 

 〇スカウト保護者の集い 【細井副理事長】 P４６ 

   －各地区の開催日程－ 現在、日程が決まりましたのは６地区です。今後、申請いただく地区はそれ以外の

日程でのリクエストをお願いいたします。決まった地区は基本的には地区コミッショナーにご連絡を差し

上げて実施計画に繋げていくという動きにしたいと思います。ぜひよろしくお願いいたします。 

 〇その他  

  ・県連盟総会について 後ほど総会準備委員会から。 

 ・上進時期になります。制服を含め各種備品の購入は県連でお願いします。 

●ユース会議  【浅野ユース会議議長】 P４７ 

―定例会議報告― 

 ①ブロックイベント「Kanto Goals 2021」について ②スカシャカについて ③「保護者の集い」について 

 ④ベンチャーコミュニティについて 

 １．各役務から報告  ２．各地区からの報告   

３．来年度の体制・計画→地区代表に関しては、さいたま南地区とさいたま北地区が変更 

 依頼事項 

  各地区代表からの連絡にご対応ください。 

 〇次回定例会議は４月９日 

●トレーニングチーム 【脇田ディレクター】  ＊理事会資料 P４８-４９ 

○WB 研修所スカウトコース埼玉第９期（５/５～５/８）所員 

 ・所長：脇田大輔 LT   

・所員：吉野 LT、角尾 LT、矢野 ALT、中井 ALT、紫藤要員、寺田要員、杉尾要員、井山要員、四阿要員 

    水書要員、岡要員 

・奉仕：熊木良太（戸田第１団）、山藤春花（さいたま第２０２団） 

〇WB 実修所ボーイ課程第２０３期 所員奉仕 護摩所 LT（所長）、松田 ALT（所員） 

〇２０２２年度定型訓練トレーニングチーム奉仕予定一覧  P４９        

〇２０２２年度トレーニングチーム全体集会 ５月１４日（土）午前中を予定 オンライン開催 

※９月のコースの奉仕員を募集中。実修所修了者。 

●施設管理特別委員会 【荒木委員長】  ＊理事会資料 P５０ 
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―定例委員会報告－ 

 〇東秩父の整備について  ３/１２ １０時～１５時   

アプローチの清掃      取水口の整備 貯水タンクは回復せず。今後、改善が必要 

上段サイトへの階段作り   入口チェーンの固定金物を取り付け 

 〇「株式会社 太水（タイスイ）」松本社長との話し合い 

３月１２日１０時半～１時間程度、東秩父野営場で話し合いを行った 

・茅の湯廃業後に土地を譲り受ける交渉をしていた 

・現在、造成工事中。春にオープン予定だったが、設備機材の流通不足で遅れそうな状況 

・茅の湯の土地＋野営場西側の土地を購入済み。水源地は使用了解済み 

・現状、平日は無人。予約があった場合のみ近くの事業所から来場する形を予定 

・近くに「ヘリテイジ」も施設を計画中。温泉の供給は断った 

▶野営場への水源地については、タイスイ側できちんと取水口を整備して、野営場とオートキャンプ場 

 ２方向に分水する形にするので、その同意を取りたかった 

▶北側のアプローチに「ここから隣接地」の看板を設置しても良い（必要ならオート側で設置する） 

 時折見回る程度の事は対応できる 

〇今年度の予算配分 

  ・炊事場への屋根設置と、管理棟南側の屋根設置は行う方向とする。整備は最大で４回を見込む 

 

【発言：中牟田県連盟コミッショナー】タイスイさんとのやり取りの中で、大体の経緯はわかりましたが、先方の

担当者もこちらの担当者も今後、変わっていく可能性もあるので、水の分水であるとか取水であるとか、先方は

例えば１００％工事をしますということなのか、費用は発生するのか等を含めて、書類の取り交わしを残して

おくべきだと思います。覚書なのか、文書として、例えば水の事故が万が一起きてしまったとか、というところ

の責任は明確にしておくべきだと思います。それを踏まえた上でお互い同意をしましたという形で進めた方が

よろしいと思います。その辺も「案」として委員会で作成していただいて、事務局から正式に県連盟としてタイ

スイさんと文書を交わす方向で。管理運営は県連盟ということですので、ぜひ今後も続けていただきたいと思

います。 

 

●セーフ・フロム・ハーム特別委員会 【加島委員長】  

―定例委員会報告（オンライン）― 

〇３月理事会 ２０２２年度県連盟理事の選任について 

 セーフ・フロム・ハーム特別委員長 加島 潤（北武地区東松山第１団 前日本連盟国際委員） 

〇セーフ・フロム・ハームセミナー“実践編”２０２２．１．３０（日）報告 

 日本連盟セーフ・フロム・ハーム県連盟担当者研修会（オンライン）報告 

〇今月の研究テーマ 

 ・「思いやりの心」活用事例集の活用状況について 

 ※ビーバー隊では活用が比較的多かった。どんな集会の形でも使い方次第で活用できるのでもっと活用して 

いただきたい。 

  ・県連盟 SfH 評価について（評価表をもとに項目毎に評価） 

   評価質問表に沿って評価し、結果を県連盟コミッショナーに報告した。 

 〇・日本スカウトジャンボリーへの協力依頼について 

   大会期間中、セーフ・フロム・ハーム相談窓口に委員会のメンバーが協力できるように依頼した。 

   現在、他の部にエントリー済みの委員もあるが、今後出来るだけ参加の方向で話し合った。 

●ボーイスカウト埼玉県育成会 【鈴木理事】  ＊理事会資料 P５２ 

〇２０２１年度 埼玉県育成会・維持会費・支援自販機 実績明細（３月末） 

・各地区の皆様方におかれましては大変ご協力ありがとうございました。１,０８５,０００円のご協力をいた

だきました。残念ながら昨年度を下回りましたが、本年度また新しい年度になりますので、よろしくお願い

いたします。企業様におかれましては特別維持会費については赤城乳業様には５０万円のご協力をいただき

ました。支援自販機の設置についてもご協力をお願いいたします。 

 団にも県連盟にも支援金が入りますのでよろしくお願いいたします。 

〇２０２１年度日本連盟維持会費目標依頼達成状況は３月末の実績がまだ最終段階にきていませんので添付は  

ありません。次回に出したいと思います。                      

  ・２０２１年度日本連盟維持会費埼玉県連盟依頼額 ２,１８６,０００円 に対して、未定ではありますが、   

１,６６３,０００円の入金があったようです。 

   本日ご出席の皆様、新理事の方もおられますがぜひご協力をお願いいたします。 

  ・県連だより及び、できましたら理事会資料にご協力いただいた方のご芳名を載せたいと思っております。 

各地区にご協力をお願いしたいと思っております。 

県の育成会、日本連盟と大変だと思いますがよろしくお願いいたします。 

  ・県連盟に毎年２００万円の助成、今年度はジャンボリー・キャンポリーもありますので、その助成等も考え

ております。また、研修所・実修所のご案内に最終修了数と助成金が出ますと載せていただくとよろしいか

と思います。これにつきましては事務局長の方でまとめておりますので、ぜひよろしくお願いいたします。 

●第１８回日本スカウトジャンボリー・第４回埼玉キャンポリー実行委員会【宇田川理事】＊理事会資料５３-５９             

１８NSJ・第４回埼玉キャンポリー関連情報 
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〇１８NSJ・第４回埼玉キャンポリーの指導者参加費について検討しています。 

 前半・後半等の部分参加者（１泊２日～２泊３日）→１２,０００円（共通経費含む） 

※３泊以上は、２０,０００円（共通経費含む） 

日帰り奉仕者 ３,０００円（共通経費含む、日帰り２回目以降は、１,０００円/日） 

〇日本連盟サテライト会場の募集要項について P５６（P５７-５９を参考にしてください） 

〇各サテライト会場に大会奉仕者の募集について  

 埼玉サテライト会場では、各部署若干名として依頼予定 

〇ジャンボリーサマー申込について、日本連盟で準備中 

〇実行委員会、委員の追加募集を行います。現在概ね７０名、１２０名体制を目標  P５４ 

 ※P５５の「２次募集用 実行委員会委員推薦名簿」は修正され、地区委員長にメール配信済み 

〇隊長会議（集合形式）を予定  各種プログラム確定、確定申込状況を受け６月中旬以降に予定 

〇現在仮作成中の「１８NSJ 埼玉サテライト会場ポータル」からも情報がご覧いただけますので、お試しくださ

い。 P５３の URL 

〇その他：確定申し込み申込書準備中、４月中に地区を通して配信します。 

【補足：高橋理事】今、ご覧に入れたのは商品開発（角尾事務局長、斎藤実行委員長、私）で、色々話し合い、オ

リジナルで良いデザインはないかと考え、加島君に頼みました。そしてこれを作り上げていただきました。実際

に埼玉県連盟のサテライトでこれを使用してよいかを角尾事務局長に確認していただいております。 

３/２１にこれを基に何を作ろうかと Web 会議をいたしました。Ｔシャツ、ワッペン、エプロン、キャップ、そ

の他。ある程度方向性を見ました。在庫をできる限り持たないで、受注発注で行こうと考えております。 

それから、全国代表スカウトの件ですが、埼玉サテライト会場に私たちはお世話になります。こちらは話が進

んでいますが、他のところは遅れているようです。全国代表スカウトの件についてはもう少しお待ちください

というご連絡です。 

 

【発言：鈴木理事】私はプロモーション部の方におりますが、企業様でもご協力をいただけるところがあります。 

埼玉県でも何社か、費用だけでなく物品でも。日本連盟でもマスクをどうしようとか、色々なことが出ており

ます。ご協力できるものがありましたら申し出ていただければと思います。育成会特別維持会員の方でも何社

か出していただくことを考えております。何かありましたらぜひご協力したいと思っております。 

【質問：細井副理事長】P５４の第２次募集の奉仕依頼人数のところで、「交代含む、日帰り奉仕も募集」とありま

すが、次の P５５の「推薦名簿」にはその区分が無いのですが。 

【回答：宇田川理事】どういう形態で参加するのか、わかるように修正いたします。 

【質問：細井副理事長】ついでに申し上げると、事務局のメールアドレスの最初の文字は「小文字」です。 

【質問：鈴木理事】日帰り奉仕者３,０００円とありますが、今申し込みを既にして、１万円を支払っていると。 

その場合はどうなのか、戻してくれるのか。本人が通期では行けない場合はどうしたらいいのか。 

もう一つ、日本連盟の部に入っている方は参加費２,０００円を払うと思いますが、その人は確定申し込みをい

つするのか、それは県連経由でしょうか。 

【回答：宇田川理事】埼玉県連サテライト会場に参加する人は県連経由です。高橋さん率いる全国代表スカウト部

門は日連経由です。仕分けとして埼玉県連のサテライト会場で奉仕をする方は埼玉県連経由です。 

【質問：鈴木理事】そうすると日本連盟の色々な部があるのですが、そこにいる方はどうなのでしょうか。ほとん 

ど県連ではないのですか。 

【回答：高橋理事】日連の方で、となると日連から推薦という形で県連に問い合わせが来ると思います。そこで、 

だと思います。ただ、日帰りというのは無いと思います。日連の方にそのようなルールが無いと思います。 

【質問：鈴木理事】日帰りはサテライトなのですね。 

【回答：高橋理事】はい。そこまで細かく出ていないので、１万円そのまま受け取られると思います。 

【質問：渡辺理事】P５３の１、前半・後半の参加者は１２,０００で、共通経費含むとありますが、いわゆる１番

多いのが金・土・日ではないかと思います。部分参加の対応をどう読むかが明確ではなく、それは全日程とみ

なすのか。前半・後半はいつで切りますというのを明確にしないと。 

【回答：宇田川理事】実際に大会自体は５泊６日になっていまして、前回２０１６年の時は４泊５日。２泊の人は

１万円。それに則った形で数字を出しています。５泊６日の場合、１泊もしくは２泊までは１２,０００円。 

ですから、真ん中２泊３日でも１２,０００円。前半だけ２泊３日、１泊２日。もしくは真ん中だけ１泊２日の

場合についても１２,０００円。という考えで、部分参加というのも２泊３日以下までは１２,０００円です。 

【発言：渡辺理事】わかりやすいですね。誤解というか、質問が出ないと思います。 

【発言：山本副理事長】３泊以上は全日程というカウントですね。 

【質問：細井副理事長】日帰り２日では。 

【回答：宇田川理事】日帰り２日では４,０００円です。２,０００円の共通経費が発生しないので。 

【発言：細井副理事長】だから、プラス１,０００円だけですね。 

【質問：武藤理事】P５４の２次募集ですが、各地区５名ということは、全日程で５名要るということですか。 

【回答：宇田川理事】そういうことです。しかし集まるかどうかというのもありますから強制ではないです。 

全日程で５名というとかなりの人数になりますから。最低５人ですが、１日ずつになると５×５で２５名。 

そんなに出せないという話になるので、あくまでも基準として、そのような目安でやっていただいて、日帰り

だけの方５名というのもミニマムかなと。 

【質問：武藤理事】地区への声掛けが難しいと思いまして。 

【回答：宇田川理事】今、集まっている７０名で全部運営しようというのは事実上無理なので、やはりプログラム
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のところだけは・・３日間プログラムがあるのですが。 

【発言：細井副理事長】集中的にご奉仕いただきたい日程についても同じではないですか。 

【回答：宇田川理事】集中的にご奉仕いただきたいのは８月５日・６日・８日です。金・土・月です。ここはプロ

グラム展開日になっています。日曜日はジャンボリー大集会ですので。２泊３日の場合ですが。日帰りの場合

ですと５日・６日・８日を集中的にお願いできればと思います。 

【質問：山﨑理事代理】今回の２次募集はプログラム要員の募集が主なのですか。 

【回答：宇田川理事】いえ、実は渡辺さんの担当するサブキャンプも足らないのです。 

【質問：山﨑理事代理】日帰り５名ではダメでしょうか。 

【発言：高橋理事】あと、売店も、です。 

【発言：細井副理事長】土・日・月だけという話ではないと思います。 

【質問：山﨑理事代理】そうすると、地区としてどのような割合で出したらいいのかというのが難しいですね。 

【回答：宇田川理事】やはり社会人が中心になると思いますので、土・日・月中心で問題ないと思います。無理に

沢山出さないでも結構です。当地区の場合などは参加申し込みをした指導者が足りると思うので、足らないと

ころに回ってもらうということも考えております。 

【質問：武藤理事】それで、５名出した人たちは今度確定申し込みの時に全部支払うというのでよいのですね。 

【回答：宇田川理事】はい。 

【質問：山本副理事長】団から出ている奉仕の方は団でカウントして出すということですね。これまでに実行委員

になっている方も同じですね。 

【回答：宇田川理事】そうです。 

【発言：角尾事務局長】事務局からのお願いです。ジャンボリーに関して電話の問い合わせが非常に多いです。 

私が受けて実行委員会にお伝えするわけですが、できればメールでお願いいたします。各団、各地区からでも結

構ですが、電話は考慮してください。来客も多いのですから。斎藤実行委員長に申し上げておりますが、質問・

答え集があればいいと思います。共有すれば関連質問出ていると見ていただけます。 

【発言：細井副理事長】ジャンボリー用のメールアドレスを作ればいいのではないでしょうか。サイトを作ってい

るのですから。事務局ではなくて。実行委員会の執行部で共有して見られるように、答えられるようにしたらい

いのではないでしょうか。何でもかんでも事務局に質問されても・・ 

【発言：角尾事務局長】決まっていることはお伝えできるのですが、実行委員会で決まってない、ファジィなこと

に関しては曖昧に答えられませんので。 

【発言：細井副理事長】皆さん、よろしくお願いいたします。 

 

●埼玉県連盟 SDGs タスクチーム 【江村副コミッショナー】 ＊理事会資料 P６０-６１ 

 〇第６回ミーティング ３/１７  第７回ミーティング ３/２４ 

〇提言草案の作成・検討  P６１ 

①スカウティングと SDGs の関わりについて ②提言草案 ③達成する行動方針 ④達成する手段 

〇各部門目標と SDGs の関連について検討。 

〇まとめ作業 

 ※基本的に SDGs をやるためにボーイスカウトのプログラムを新しく作るというよりも、既に我々の活動の中

に SDGs の要素がいっぱいあると、そのようなことを認識していただく方法というので、最終的に５月にコ

ミッショナー向けの勉強会を考えておりますのでそこで皆様に改めてお知らせしたいと思います。 

●総会準備委員会 【小室理事】  

 〇現地の準備委員会、少人数での打ち合わせ、そして本日の準備委員会ということで準備を進めております。 

  とりあえず時間をお知らせします。案内は後日いたします。皆様に関係があるところでは、９：４５に総会の

受付を行います。総会は１０：３０から１１：３０までの１時間です。午後の式典は１３：００から行います。 

  １５時には終わりにしたいと思います。そのような流れです。 

  お願いがあります。今回コロナの関係で全席指定となります。必ず出席の回答を出してください。 

  表彰者、随行者含めてお願いいたします。回答を出さずに当日いらしても席はございません。そのようにさせ

てください。 

【発言：渡辺理事】今のことは文書で出していただきたいと思います。例えばカブ隊が表彰されるというと、組長

が３人来たりするようなことが多く見られましたので、席の有無ははっきりお伝えいただきたいと思います。 

【発言：細井副理事長】案内には全部記載していただきます。 

【発言：中牟田県連盟コミッショナー】表彰の仕方も、今回会場制限もありますので、皆さんご認識の通り特別年

功章や隊褒章綬については多数あります。それについては個々にお渡しするか否か、或いは団代表にお渡しす

る、地区代表にお渡しするというような形で今検討して、それを文書にして、併せてご案内するようにしていき

ます。 

【発言：渡辺理事】今のところ、地区からはそのような案内はしなくてもよろしいですね。 

【発言：中牟田県連盟コミッショナー】確定してからお願いいたします。 

 

【発言：山本副理事長】３月末までの日本連盟委員お二人のご挨拶をお願いいたします。 

【挨拶：高橋理事】富士特別野営にプログラム委員として行ってまいりました。過酷なソロキャンプが２泊３日あ

りまして、寒い中雪の中、ブルーシート１枚持って彼らは頑張っていました。自分の団だけが今回参加したので

すが、スカウト３名、ニコニコしながら山の中に３人いまして、楽しかったと最後感想文を書いていました。異

常なく、怪我なく、行って来ました。 
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【挨拶：加島理事】前回の理事会でお伝えした通り、最後の事業としまして第２５回世界スカウトジャンボリーの

参加者向け映像、参加促進ビデオを日本連盟の公式 YouTube チャンネルにアップロードするという事業が最後

残っておりまして、先日ギリギリにはなったのですが動画が完成しましたのでおそらく４月中には公式 YouTube

チャンネルにアップロードされると思いますので、ぜひご確認いただければ幸いです。 

 

 

■理事の発言 

【発言：鈴木理事】日本連盟の１００周年記念募金ですが、先ほど事務局長から説明がありましたが、このような

冊子が配られます。結構立派なものです。この中で３月半ば現在、６３０万円くらいのご協力をいただきまして

１００万円の方が２名いらっしゃいます。１５万円以上の方が２２名と、結構いらっしゃいます。今回は県連ご

とに枠は決めていません。維持会費のように幾らいくら、そのくらいを目標にしてくださいということです。内

容を見ますと約６,０００万円を経団連からいただこうと。経団連には私も行く予定がございます。その中で個

人向け部分の５万円以上についてはミズノさんの名札を記念に差し上げましょう、１０万円以上については同

じくグローブの革でポーチを、ということです。１００周年記念は来年の３月までです。ぜひお願いしたい。 

特に OB・OG の方にと思います。振り込み用紙（これがないと手数料がかかりますので）を同封していますので、

ぜひ１００周年記念募金よろしくお願いいたします。 

 

 

■県連盟コミッショナーの発言 【中牟田県連盟コミッショナー】 ＊理事会資料 P６２-６３ 

〇３月コミッショナー集会実施報告  

 ３月１８日（金）１９：３０～２１：１５ Web 会議 計４１名 兼務は重複カウント 

 出席：県（５）みなみ（６）さいたま南（３）さいたま北（３）むさし（４）北武（３）東埼玉（５） 

    ひがし（６）西部初雁（３）奥武蔵（３） 

連絡事項 

① 「まん延防止等重点措置」の解除について 

② １００周年を目指した長中期計画におけるプログラムの見直しについて（報告） 

③ R４県連役員（理事）名簿 

④ 「スカウト保護者の集い」について 

⑤ 地区コミッショナーG 変更 

⑥ 「教育規程改正」について 第１章、４章、５章、８章 

⑦ 「全団調査」の入力状況 ３/３０現在  八潮１、入間１ 

〇２０２２年度コミッショナー集会開催計画  P６３ 

 今年度の評価と次年度計画：地区別討議 

  ①２月の地区別討議結果を再度確認し評価反省があれば追記する。 

②次年度の計画が月別に落とし込みまでできていない場合は、この時間内で完成を目指す。 

③トレーニングチーム指導要員の推薦年齢が２２歳以上となることを踏まえ、候補者について協議する。 

〇次年度のコミッショナーグループ役務分担  P６２の表 

その他 

・３月のコロナ感染報告：スカウト３名 

・県連盟名誉会議実施 ３月２７日 

 「特別県連有功章」２件、「県連有功章」２２件、「赤白功労金章」１名、「赤白功労銀章」２名、 

 「赤白功労銅章」３０名 

 「奉仕黄章」１０名、「優良スカウト章」１名、「特別年功章（５年～２０年）」計１４８件、 

 「隊褒彰綬６３個隊（不可６個隊）」、追加申請２個隊（日本連盟照会中）、「団５０年章」４個団 

以上について、日本連盟へ申請。 

  ※ユース会議へお願い 

新年度に向かってこれから色々計画を皆さんで話し合いをしていくと思います。昨年度、ユースの活動に

ついては色々各地区から問題提議が上がったこと等、聞かれていると思います。県連盟ではアドバイザー

として宇田川理事、池田県連盟副コミッショナーになっていただいております。ユース会議の開催につい

ては案内をぜひお願いいたします。色々とアドバイスも積極的に受けていただいて毎年毎年ユースの活動

が新しくスタートするのではなく、継続性のあるものとか、自分たちはローバースカウト、或いは若い指

導者として県連盟としてどのようにしていくかという視点を持って活動をスタートしていただきたいと思

います。改めて、よろしくお願いいたします。 

 

■閉会 細井副理事長 

 

次回 ５月７日（土） 新市民会館おおみや第９集会室 １４：００～１７：００ 

 

議事録署名人  高橋義人 理事 
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日連発第22-061-1号 

２０２２年４月１８日 

 

 ボーイスカウト都道府県連盟 

  理 事 長 各 位  

  県 コ ミ ッ シ ョ ナ ー 各 位  

  事 務 局 長 各 位   

         

公益財団法人ボーイスカウト日本連盟 

                          事務局長   大 久 保  秀 人 

 

 

諸規程の改正について（通知） 
 

 以下の通り諸規程の改正が承認されました。 

 つきましては、貴連盟内各組織にお知らせくださいますようお願い申し上げます。        

 また、本件につきましては当連盟ホームページにも掲載いたしますことを申し添えます。 

 

 

記 

 
 

〇日本連盟機構改革に関する教育規程の改正  
承認：２０２２年 ３月 ８日 理事会承認 

施行：２０２２年 ４月 １日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

本件についてのお問い合わせ 日本連盟事務局 総務担当（島田・深見） 

電話：03-64913-6262 ＦＡＸ：03-6913-6263 Ｅメール：soumu@scout.or.jp 
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日連発第 22-003-1号 

2022年 4月 6日 

ボーイスカウト都道府県連盟 

理事長 各位 

県連盟コミッショナー 各位 

事務局長 各位 

公益財団法人ボーイスカウト日本連盟 

事務局長 大久保秀人 

 

日本連盟「ドリームチーム」2022年度以降の登録のお願い 

 

平素より日本連盟事業にご理解とご協力をいただき誠にありがとうございます。 

標記の件につきまして、全国から多くの方にご登録をいただき、本運動の広報・PRにご尽力を

いただきました。日本連盟としてはチーム員との情報連携を密に行うために Slack（コミュニケ

ーションツール）を活用するなどし、活性化に努めて参りました。 

本チームは 2年を任期と定めており、令和 3年度で現メンバーの任期は満了となりますのでま

ずはこれまでのご協力にお礼申し上げます。 

そして、本年度におきましても、本チームを全国から募集いたしますので、県連盟におかれま

しては、連盟内の広報担当者をご推薦いただくとともに、その他の役割でご活躍いただけるチー

ム員の方のお申し込みを何卒よろしくお願いいたします。 

なお、現メンバーの皆さまへは、本年度の登録を希望する場合は県連盟を通じてお申込みいた

だくようご案内させていただきます。 

 

記 

■名称：日本連盟「ドリームチーム」 

■任期：2022年度～2023年度（二か年度） 

■チーム構成：各県連盟からの人数制限はありません。 

・チームＭ（県連盟広報担当者、RS、指導者） 

※チームＭは各県連盟最低１名の選出をお願いしています 

・チームＴ（タレントチーム：全部門のスカウト、指導者） 

・チームＳ（スペシャリストチーム：VS以上のスカウト、指導者） 

・チームＩ（インフルエンサーチーム：VS,RS、指導者、保護者） 

※チーム構成の詳細は、日本連盟 WEBページ「ドリームチームについて」をご参照ください。 

https://www.scout.or.jp/member/prdreamteam/ 

■登録方法：別紙の回答用紙を用いて、日本連盟事務局宛に登録者の「氏名」「所属」「メールア

ドレス」等をお送りください。 

いただいたメールアドレス宛に「登録のためのフォーム」をご案内させていただきます。 

※登録は常時受け付けておりますが、本年 6月頃にオンラインで集まれる機会を予定しています

ので、ぜひそれまでにお申し込みいただけますと幸いです。 

以上 

 

本件のお問い合わせ 

事務局：社会連携・広報担当 電話 03-6913-6262 メール pr@scout.or.jp 
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＜回答用紙＞ 

 

日本連盟事務局 

ドリームチーム担当 宛 

 

年      月     日 

ボーイスカウト           連盟 

理事長                   

 

 

日本連盟「ドリームチーム」への登録について 

 

標記の件について、当連盟から以下の者を登録します。 

 

No. 氏名 所属 役務 メールアドレス 

1         

2         

3         

4         

5         

 

※ご登録いただいた方には、本登録のフォームをメールにてお送りいたします。 

※登録の欄が足りない場合は、欄を追加してご対応ください。 

※過年度、ドリームチームにご登録いただいていた方々へは県連盟経由で継続登録を行っていただく

ようご連絡いたします。 
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この件に関するお問い合わせ：ＲＣＪ担当 e-mail:program@scout.or.jp 

日連発第22-085－1号 

２０２２年４月２１日  

ボーイスカウト都道府県連盟 

理 事 長   

県コミッショナー   

事 務 局 長  各位 

 

公益財団法人ボーイスカウト日本連盟 

事務局長  大 久 保  秀 人 

 

 

全国ローバースカウト会議（ＲＣＪ） 

２０２２（令和４）年度第11期運営委員会 選挙枠運営委員募集について 

 

 全国ローバースカウト会議（ＲＣＪ）では、ＲＣＪ憲章に則り、ブロック代表による運営委

員に加え、選挙による運営委員枠を設けています。このことから、来年度も下記の通り当該委員

を募集することとなりました。 

つきましては、貴連盟内にご周知いただき、応募があります場合は、別紙の用紙にご記入のう

え、ご連絡いただきますようお願い申し上げます。 

 

記 

 

対  象：任期中に１８歳以上２５歳以下のローバースカウトまたは指導者として登録があり、

ブロック代表委員及び次年度留任委員を兼任しない者。 

選出人数：４人 

任  期：２０２２年度通常総会後から、２０２３年度通常総会終日まで。 

応募資格：・ローバー活動のみならず、様々な経験及び幅広い知識を有し、スカウト運動関連の

枠を超えて多方面に経験豊富な人物で、多角的に業務をこなせる者が望ましい。 

     ・将来のローバースカウト運動の発展に寄与する意思のある人物。 

業務概要：ＲＣＪの組織運営、ローバースカウト教育の中核的な議論の促進など。 

     以下に参考として取り組み事例を記す。 

 オンライン交流イベントの運営 

 RCJ Web, 公式LINEなどの運営 

 SNSの管理・運用と戦略検討 

 国際フォーラム支援 

※ＲＣＪ憲章：https://rcjweb.jp/about/info 

応募方法：指定の申し込み用紙に記入し、県連盟を通じて日本連盟事務局へ提出。 

また、立候補者は書類提出後に各自で抱負を語る動画を撮影し、それを通常総会前に動

画配信サイト（YouTube）上で限定公開します。詳細は応募者に案内します。 

選出方法：２０２２年度ＲＣＪ総会にて、２０２２年度ＲＣＪ県連盟代表により投票を行う。 

申込締切：２０２２年５月１３日（金）日本連盟事務局宛e-mail必着 

 

 

以 上 
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富士特別野営２０２２ 

基本実施要領 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
令和４年８月１４日（日）～２０日（土） 
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第１章 開催の趣旨 

１．目 的 

スカウト運動の基本である野外活動（野営）を通じて、その重要性を確認し、班

制教育を通じての「教わること」「学ぶこと」を再確認する。 

プログラムとしての試練を乗り越える体験の中から、信頼・絆の大切さと、友情

を育み、スカウトスピリッツ（徳性、忍耐力、気力、清貧）を実践する。 

 

２．ねらい 

(1) ステータスを持つ名誉ある野営大会とする。 

(2) 本格的な野営、ウッドクラフトを体験する。 

(3) チームワーク、スカウト技能・知識、体力で乗り越えていくもので、躍動的で

系統的な活動プログラムを設定する。 

(4) 進級・履修細目の認定は隊長の専任事項であるとの見地から、ベンチャースカ

ウト部門の進級細目の履修は主体としない。 

(5) 会場の特色を活かした種目を設定する。 

 

第２章 大会の名称 

富士スカウト章取得者および富士スカウト章の取得を目指すベンチャースカウト

のための大会として、次の名称で開催する。 

名  称 富士特別野営２０２２ 

英語表記 ＦＵＪＩ ＨＩＧＨ ＡＤＶＥＮＴＵＲＥ ２０２２ 

 

第３章 大会期間 

令和４年８月１４日（日）～２０日（土） ６泊７日 

スカウト 集合 ８月１４日（日）正午 近江神宮 

解散 ８月２０日（日）午後 仏性野野営場 

スタッフ 入場 ８月１３日（土）正午 

退場 ８月２０日（日）午後 

 

第４章 会 場 

滋賀県・琵琶湖周辺、高島トレイル 

大会本部：仏性野野営場（調整中） 

〒520-0503 滋賀県大津市北比良１０４３－１３９ 
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第５章 新型コロナウイルス感染症への対応 

「スカウト活動における新型コロナウイルス感染拡大予防ガイドライン」に則って

活動計画を立て、次の対策を取ったうえで実施する。 

1. 期間前の準備活動についてもガイドラインに則り、進める。 

2. 参加者およびスタッフは日頃から各自健康管理に務め、集合時には直近２週間の健

康記録（体温と体調）を行う。 

3. 活動の人数単位、特に生活の単位を見直し、密にならないように配慮するとともに、

グループを固定化するなどの対応を行う。 

4. 宿泊は、個別のテント（ドームテント等のソロテント）とする。 

5. 食事についても調理方法なども含めた対応を行う。 

 

第６章 プログラム 

次の諸事項のもとに活動内容を設定する。 

1. 集合訓練ではベンチャースカウト部門の進歩制度は満たさないことを認識し、また、

進級・履修細目の認定は隊長の専任事項であるとの見地から、進級細目の履修は主

体としない。 

2. スカウトとして、人間としての心構えを養成する場とし、スカウトスピリッツを体

感する場とする。 

3. スカウト運動の基本である野外活動と班制教育の重要性を再認識する場とする。 

4. 有能なキャンパーに育てるための基本的な野営(固定キャンプ)、ウッドクラフト

(野外生活)を体験する。 

5. スカウト本人の発意、動機付けを促すもの。 

6. 本物との出会い、試練を乗り越えるもの。 

7. 仲間との協力が、かけがえのないものであることを心に刻むもの。 

8. 良い意味のライバル意識を促すもの。 

9. スカウトが本質的に求めていることを促すもの。 

10. 進級に必要な技能を学習する機会が与えられること。 

 

＜「目的」「ねらい」に基づく主な内容(イメージ)＞ 

・「ちかい」と「おきて」の実践 ・奉仕活動     ・基本動作 

・スカウツオウン・サービス   ・班精神      ・野営工作 

・野営生活の改善向上      ・設営技能（ソロキャンプ） 

・結索法            ・信号法           ・リーダーシップ論 

・野営における点検       ・救急法      ・キャンプファイア 

・地図とコンパス        ・計測       ・スカウトソング 

・パイオニアリング       ・野帳作成      
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富士特別野営（令和４年８月） 日程表 
 ０日目 １日目 ２日目 ３日目 ４日目 ５日目 ６日目 ７日目 

   朝食 朝食 朝食 朝食 朝食 朝食 

0800 スタッフ

集合 

 点検 

朝礼 

   点検 

朝礼 

点検 

朝礼 

 準備 スカウト 

集合 

移動キャ

ンプ出発 

移動キャ

ンプ 

移動キャ

ンプ 

移動キャ

ンプ 

報告書作

成 

撤営 

1200   昼食 昼食 昼食  昼食 昼食 

 準備 設営 移動キャ

ンプ 

移動キャ

ンプ 

環境調査 帰営、 

設営 

報告会 解散 

1700  夕食 夕食 夕食 夕食  夕食  

 準備 開会式   ヴィジル 隊営火 営火 

閉会式 

 

 

第７章 参加者・参加資格 

１．参加人数 

隊長                 １人 

副長                 ３人 

上級班長               １人 

大会本部要員            ２５人 

ベンチャースカウト ８人☓４班 ＝ ３２人 

              計   ６２人 

 

２．参加資格 

１．ベンチャースカウトで、次の各項目にすべて該当していること 

(1) 心身ともに健康で、この野営に自らの意志でチャレンジしようとする者。 

(2) 開催時に次の３つの状況に達していること。 

① 富士スカウト章もしくは隼スカウト章を取得していること。 

② ６泊７日の野営生活を耐えうる技能・知識・体力を有すること。 

③ １００ｍ以上泳ぐことができること（水上プログラムを実施するため）。 

 

２．スタッフは次の各項目をすべてに該当していること 

(1) 所属県連盟および総コミッショナーがベンチャースカウトの指導を託するこ

とができると認めた者。 

(2) 隊指導者基礎訓練課程を修了していること。ローバースカウトについては、

ボーイスカウト講習会を修了していることが望ましい。但し、隊指導者を希

望する者については、隊指導者上級訓練のボーイスカウト課程あるいはベン

チャースカウト課程を修了していること。 

(3) 原則として大会開催期間全日程に奉仕することができる者。 

※全国から集うスタッフによって構成され、隊指導者と大会本部要員は、実行

委員会が判断し、総コミッショナーが委嘱する。 
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※富士特別野営に参加したスカウトがスタッフとして参加することを期待する。 

第８章 参加費 

１．参加費 

ベンチャースカウト１人あたり３８,０００円、スタッフ（ローバースカウト含む）

１人あたり３０,０００円とする。 

 

２．返金規定 

(1) 参加費納入後、他の参加者に参加費を振り替えることはできない。 

(2) 参加辞退による参加費の取り扱いは、次の通りとする。 

・ ７月１５日(金・１か月前)までに申し出があれば、事務諸経費８，０００円

を除いた金額を返金する。 

・ ８月４日(木・集合日１０日前)までに申し出があれば、事前購入品等の経費

１５，０００円を除いた金額を返金する。 

・ ８月５日(金)以後の連絡、あるいは当日連絡が無い場合は返金しない。 

(3) 新型コロナウイルス感染拡大の影響により、参加を辞退する場合、および、主

催者側で急遽中止とした場合は、納入された参加費のうち参加者着用支給品に

ついては現物支給とし、参加者着用支給品の代金１０，０００円を差し引いた

金額を返金する。 

(4) 本大会は、大地震等の自然災害、戦争やテロ行為、未知の感染症の流行等が発

生した場合、大会を中止することがある。その場合、納入された参加費は、準

備に要した諸経費を差し引いた額を返金する。 

 

３．経費の内訳 

参加費は、大会の準備および開催に要する次の経費にあてる。 

(1) 諸準備の経費 

(2) 食料費、給食費、炊事用燃料費 

(3) 参加章および各種配付資料等の作成費 

(4) 参加者着用支給品費 

(5) 会場の使用料 

(6) プログラム実施のための諸経費 

(7) 会期中の運営費 

(8) その他、大会実行委員会が定めるもの 
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第９章 参加申し込み 

１．ベンチャースカウト 

(1) 参加希望スカウトは、参加申込書(スカウト用)に必要事項を記入し、所属県連

盟に申し込む。 

(2) 県連盟は、参加申込書（スカウト用）を取りまとめ、令和４年５月３１日（火）

までに日本連盟に提出する。 

 

２．スタッフ（ローバースカウト） 

(1) 副長、上級班長、大会本部要員として参加を希望する者は、参加申込書(スタッ

フ用)に必要事項を記入し、所属県連盟に申し込む。 

(2) 県連盟は、参加申込書(スタッフ用)を取りまとめ、令和４年５月３１日（火）

までに提出する。 

 ※ 隊長、および大会本部要員の各班班長については、実行委員会から推薦する。 

 

３．参加者の決定、参加費の納入 

日本連盟は、参加決定者本人に通知すると共に、参加決定者を所属県連盟に通知

する。参加決定者は、個人で参加費を日本連盟へ納入する。 

 

第９章 その他 

１．参加者の集散に要する経費は、すべて参加者の負担とする。 

２．個人の携行品は参加者が各自で携行する。宅配便等による会場への事前・事後の

輸送は認めない。 

３．参加者の入退場に関する事項、関係者の参観については別に示す。 

 

第１０章 見学 

見学者の受け入れは行わない。 
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令和４年４月   

 
 
 
 
〒１６７－００２２ 
東京都杉並区下井草４－４－３ 
ＴＥＬ：０３－６９１３－６２６２（代） 
ＦＡＸ：０３－６９１３－６２６３ 
http:// www.scout.or.jp 
 

「富士特別野営 2022」専用メールアドレス 

fuji@scout.or.jp   
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大会期間 ： 令和４年８月１４日（日）～２０日（土） ６泊７日 

集合：８月１４日（日）正午 近江神宮 

解散：８月２０日（土）午後 仏性野野営場 

※新型コロナウイルスの感染拡大状況により、政府や自治体から県外移動の自粛要請

や緊急事態宣言等が発せられた場合は、開催を中止する可能性があります。 

 

会  場 ： 滋賀県・琵琶湖周辺、高島トレイル 

大会本部：旧高島市立広瀬小学校 

〒520-1202 滋賀県高島市安曇川町下古賀１１８２ TEL： 

 

参加資格 ：（１）ベンチャースカウトで、次の各項目にすべて該当していること 

① 心身ともに健康で、この野営に自らの意志でチャレンジしようとする者。 

② 開催時に次の２つの状況に達していること。 

1. 富士スカウト章もしくは隼スカウト章を取得していること。 

2. ６泊７日の野営生活（ソロキャンプを含む）を耐えうる技能・知識・体力を

有すること。 

（２）指導者は次の各項目をすべてに該当していること 

① 所属県連盟および総コミッショナーがベンチャースカウトの指導を託すること

ができると認めた者。 

② 隊指導者基礎訓練課程を修了していること。ローバースカウトについては、ボ

ーイスカウト講習会を修了していることが望ましい。但し、隊指導者を希望す

る者については、隊指導者上級訓練のボーイスカウト課程あるいはベンチャー

スカウト課程を修了していること。 

③ 原則として大会開催期間全日程に奉仕することができる者。 

※ 全国から集うスタッフによって構成され、隊指導者と大会本部運営指導者は、

実行委員会が判断し、総コミッショナーが委嘱する。 

※ 富士チャレンジキャンプ、もしくは富士特別野営に参加したスカウトがスタッ

フとして参加することを期待する。 

 

募集人数 ： ベンチャースカウト   １班８人×４班              ３２人 

スタッフ 隊指導者   １隊５人×１隊               ５人 

（隊長１人、副長３人、上級班長１人） 

  大会本部要員                      ２５人 

                           合 計   ６２人 

※ 隊長については、実行委員会から推薦する。 

 

 

 

 

     富士特別野営２０２２ 
参加申込要領  
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参 加 費 ： ベンチャースカウト   ３８，０００円（消費税含む） 

指導者・ローバースカウト  ３０，０００円（消費税含む） 

※ 参加費には、会場までの往復交通費は含まれません。 

※ 参加決定通知到着後、個人で参加費を日本連盟に納入してください。 

 

返金規定 ：（１）参加費納入後に、他の参加者に参加費を振り替えることはできません。
 

（２）参加辞退による参加費の取り扱いは、下記の通りとします。 

⚫ ７月１５日(金・集合日１か月前)までに申し出があれば事務等の経費８，０

００円を除いた金額を返金します。 

⚫ ８月４日(木・集合日１０日前)までに申し出があれば、準備経費１５，００

０円を除いた金額を返金します。 

⚫ ８月５日(金)以後の連絡、あるいは当日連絡が無い場合は返金しません。 

（３）新型コロナウイルス感染拡大の影響により、参加を辞退する場合、および、

主催者側で急遽中止とした場合は、納入された参加費のうち参加者着用支給

品については現物支給とし、参加者着用支給品の代金１０，０００円を差し

引いた金額を返金します。 

（４）本大会は、大地震等の自然災害、戦争やテロ行為、未知の感染症の流行等が

発生した場合、大会を中止することがあります。その場合、納入された参加

費は、準備に要した諸経費を差し引いた額を返金します。 

 

参加申込 ： 専用ウェブフォームから参加申込書を作成します。 

【参加申込手順】 

① 富士特別野営２０２２のホームページ上から、参加申込書作成フォームのリン

クをクリックしてください。 

② フォームに必要事項を全て入力し、「送信」ボタンを押してください。 

③ フォームに入力したメールアドレス宛に「参加申込書」のファイルが送信され

ますので、メールを受信後に印刷してください。 

④ 所属団の推薦を受け、（所属地区を経由し、）県連盟事務局へ提出してくださ

い（参加スカウトは保護者の承諾と所属隊長の推薦が必要となります）。 

⑤ 県連盟事務局にて、参加条件と記入事項を確認の上、県コミッショナーの推薦

を受け、申込書に別紙：参加推薦書を添えて日本連盟事務局へ送付してくださ

い。 

※ インターネットを利用できない場合は、参加申込書に必要事項を全て記入し、

上記手順の④から実施してください。 

 

申込締切 ：  日本連盟申込 令和４年５月３１日（火） 

 

参加決定 ： ① 締切までの申し込みを受け付け、県連盟からの参加推薦により選考します。 

② スタッフの選考にあたっては、希望をもとに配属調整を進めます。 

※ 一部に希望者が集中するときは、ご希望に添えない場合があります。 

③ 参加決定後、日本連盟は所属県連盟に参加決定者を通知し、別途本人宛に参加

決定通知を送付します。 
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隊編成およびスタッフの奉仕部署について ：
 

（１）ベンチャースカウトの隊編成については、参加決定した人数に応じて決定し

ます。配属される隊については、別途本人宛に連絡します。 

（２）隊指導者は、参加スカウトの生活指導や、プログラム活動を支援することを

任務とします。 

（３）大会本部要員は、大会本部において、運営スタッフとして、大会全体を支援

することを任務とします。 

 

個人情報の取り扱いについて ：
 

（１）富士特別野営２０２２への参加申込等により得た個人情報は、参加者名簿・

参加者データの作成、キャンプでのサービス・活動情報・安全管理等に関す

る情報提供等に利用します。 

（２）個人情報の保全・安全管理については、個人情報の保護に関する法律に基づ

き適切に取扱い、本大会業務終了後に速やかに破棄させていただきます。 

（３）参加者の写真や映像等は、本大会の記録やボーイスカウト運動普及・振興の

ために活用します。 

（４）参加者の個人情報（肖像を含む）の収集・利用については、参加申込書に記

入、提出をもって承諾いただいたものとします。また、協力者等もこれに準

ずることとします。 

（５）登録した個人情報については、次回以降の開催案内に限り利用する場合があ

ります。 
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富士特別野営２０２２ 

ベンチャースカウト参加推薦書 

 

 

                               年  月  日 

 

 

公益財団法人ボーイスカウト日本連盟 

事 務 局 長   大久保 秀 人 行 

                                        

                     ボーイスカウト      連盟 

                     理事長             

 

標記について、下記のとおり参加申込書を添えて推薦いたします。  

 

記 

 

No 氏   名 団 

１   

２   

３   

４   

５   

６   

７   

８   

９   

10   

 

 

以上   
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富士特別野営２０２２ 

スタッフ参加推薦書 

 

 

                               年  月  日 

 

 

公益財団法人ボーイスカウト日本連盟 

事 務 局 長   大久保 秀 人 行 

                                        

                     ボーイスカウト      連盟    

                     理事長                

 

標記について、下記のとおり参加申込書を添えて推薦いたします。  

 

記 

 

氏   名 団 

  

  

  

  

  

  

  

  

  

  

 

 

以上   
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2022/5/7

1 日 販売 水 休局 金 販売

2 月 木 土 定例理事会 販売

3 火 休局 金 販売 日 販売

4 水 休局 土 定例理事会 販売 月

5 木 WBSC埼玉9期(～8) 休局 日 県連盟年次総会（熊谷市）
臨時
休局

火

6 金 休局 月 水 休局

7 土 定例理事会 火 木

8 日 休局 水 休局 金 販売

9 月 木 土 　関東ブロック会議 販売

10 火 金 販売 日 休局

11 水 休局 土 販売 月

12 木 日 　BS講習会（南・みなみ） 休局 火

13 金 販売 月 水 休局

14 土 第1回県連ＴＴ全体集会 販売 火 木

15 日
富士章面接
BS講習会（東・東埼玉）

販売 水 休局 金 販売

16 月 木 土 販売

17 火 金 販売 日 富士章面接 販売

18 水 　 休局 土 　 販売 月 　 休局

19 木 日
WB研修所課程別研修埼玉第３回
富士章面接

販売 火

20 金 販売 月 水 休局

21 土 委員長会同 販売 火 木

22 日 BS講習会（北・むさし） 休局 水 休局 金 販売

23 月 木 土 販売

24 火 金 販売 日 休局

25 水 休局 土 委員長会同 販売 月

26 木 日 BS講習会（西・奥武蔵） 休局 火

27 金 販売 月 水 休局

28 土 日本連盟全国大会 販売 火 木

29 日
臨時
休局

水 休局 金 販売

30 月 木 土 販売

31 火 日 販売

埼 玉 県 連 盟 関 連 事 業 カ レ ン ダ ー

2022年5月 2022年6月 2022年7月
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【 収 入 の 部 】 (単位：円）
202１年度予算額 202１年度決算額 比較増減 備 考

納 付 金 県 連 納 付 金 9,610,000 10,189,000 579,000
補 助 金 340,000 340,000 0

運 営 費 補 助 金 340,000 340,000 0 埼玉県教育局運営補助金

事 業 費 補 助 金 0 0 0
助 成 金 2,680,000 2,375,422 -304,578

日 連 助 成 金 180,000 75,422 -104,578 オリコカード寄附金

埼 玉 県 育 成 会 2,200,000 2,000,000 -200,000 県育成会通常助成200万

議 員 連 盟 助 成 金 300,000 300,000 0 埼玉県議会振興議員連盟

維持会員還付金 1,126,000 1,126,000 0 日連維持会費還付金

雑 収 入 30,100 186,369 156,269
受 取 利 息 100 139 39 普通預金利息

そ の 他 の 収 入 30,000 186,230 156,230 100周年記念章販売、印刷代他

特別行事積立金 積 立 金 取 り 崩 し 200,000 0 -200,000
退職給与積立金 積 立 金 取 り 崩 し 0 0 0

500,102 500,102 0

14,486,202 14,716,893 230,691

【 支 出 の 部 】

202１年度予算額 202１年度決算額 比較増減 備 考

事 務 局 費 7,870,000 7,002,524 -867,476
給 与 諸 手 当 4,000,000 3,589,000 -411,000 職員給与諸手当

法 定 福 利 費 600,000 594,203 -5,797 社会保険料

福 利 厚 生 費 20,000 10,669 -9,331 職員福利厚生

賃 借 料 2,000,000 1,715,869 -284,131 印刷機、コピー機等リース、事務局賃料他

諸 手 数 料 450,000 428,670 -21,330 社労士顧問料、振込手数料他

旅 費 180,000 196,120 16,120 通勤費、交通費

事 務 消 耗 費 70,000 55,841 -14,159 事務用品

資 料 印 刷 費 200,000 152,710 -47,290 印刷用紙、インク代、コピー料金他

通 信 発 送 費 250,000 247,700 -2,300 切手等郵送料、宅配便、電話料金他

備 品 費 100,000 11,742 -88,258
事 業 費 3,147,000 2,111,011 -1,035,989

日 連 納 付 金 50,000 46,000 -4,000 県連盟登録料

講 習 会 助 成 費 77,000 38,803 -38,197 ボーイスカウト講習会補助（８回）

研 修 所 等 開 設 費 490,000 72,012 -417,988 研修所（準備経費）、定型外訓練

指 導 者 研 修 費 80,000 33,013 -46,987 トレーニングチーム関連経費

褒 賞 費 300,000 271,705 -28,295 表彰・功労有功記章・進級記章、感謝状・盾他

県 連 行 事 費 530,000 65,584 -464,416 RCJ関東ブロック、カブラリー経費他

印 刷 製 本 費 400,000 331,352 -68,648 県連だより、名刺広告、日連リーフレット他

事 業 助 成 費 1,200,000 1,246,000 46,000 日連維持会費地区へ還付他
東日本大震災支援費 20,000 6,542 -13,458 東日本大震災支援対策本部関連経費

会 議 費 1,483,000 467,580 -1,015,420

県 連 会 議 費 300,000 115,335 -184,665 県連総会、理事会、委員長会同他

各 委 員 会 会 議 費 983,000 347,245 -635,755 運営委員会活動費、関連会議費他

そ の 他 の 会 議 費 200,000 5,000 -195,000 関東ブロック会議他

諸 費 1,230,000 665,285 -564,715
渉 外 費 5,000 0 -5,000
交 際 費 50,000 0 -50,000
慶 弔 費 200,000 254,013 54,013 香典、供花、弔電

保 険 料 40,000 43,779 3,779 三芳倉庫、事務局火災保険、講習会保険料

雑 費 900,000 332,493 -567,507 東秩父野営場経費、固定資産税、新聞代他

関 係 団 体 分 担 金 35,000 35,000 0 埼玉県関連７団体年会費

積 立 金 500,000 3,500,000 3,000,000

特 別 行 事 積 立 金 0 1,000,000 1,000,000
退 職 給 与 積 立 金 500,000 500,000 0
基 本 金 積 立 金 0 2,000,000 2,000,000 基本金積立

予 備 費 256,202 184,684 -71,518 東日本大震災資料印刷費、全国コミ会議交通費他

14,486,202 13,931,084 -555,118

　
◆次期繰越金 785,809

収 入 金 合 計

項 目

支 出 金 合 計

ボ ー イ ス カ ウ ト 埼 玉 県 連 盟 一 般 会 計

２ ０ ２ １ 年 度 収 支 決 算 額

　　自　　　２０2１年  ４月　　１日

　　至　　　２０２２年　３月　３１日

項 目

前 期 繰 越 金
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科 目 金 額 科 目 金 額

流 動 資 産 23,413,491 流 動 負 債 12,083,798

現　　金 155,714 前受金 9,086,000

普通預金（一般） 12,101,747 預り金 2,997,798

普通預金（登録） 7,381,014 （社会保険料） 300,138

普通預金（積立金） 2,043,884 （WB研修所参加費） 218,000

普通預金(東日本会計) 0 （東日本街頭募金） 25,132

郵便預金（登録） 1,706,000 （ワクワク自然体験） 719,528

郵便振替(00140-5-595450) 25,132 （18NSJ参加費） 1,730,000

未収金 0 （その他） 5,000

立替金 0

投 資 勘 定 23,000,000 基 本 金 32,500,000

需品会計投資勘定 20,000,000 基本金 32,500,000

倉庫建設出資金 3,000,000

出 捐 金 1,000,000 準 備 金 繰 越 金 2,829,693

出捐金 1,000,000 特別行事準備金 1,342,070

退職給与準備金 701,814

次期繰越金 785,809

合 計 47,413,491 合 計 47,413,491

ボ ー イ ス カ ウ ト 埼 玉 県 連 盟 一 般 会 計

貸 借 対 照 表

２０２2年３月３１日現在

　　(単位：　円)

資 産 の 部 負 債 及 び 基 本 金 の 部
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自 2021 年 4 月 1 日

至 2022 年 3 月 31 日

円

17,612,839 17,612,839

1,685,813

14,799,892

16,485,705

2,403,231 14,082,474

3,530,365

2,171,615

営 業 利　益 1,358,750

受 取 利 息 17

雑 収 入 137,461 137,478

経 常 利 益 1,496,228

税引前当期純利益 1,496,228

法人税等充当
額

70,000

当 期 純 利 益 1,426,228

期 首 棚 卸 高

ボ ー イ ス カ ウ ト 埼 玉 県 連 盟 需 品 会 計

損　　益　　計　　算　　書

科 目 金 額

【 売 上 高 】

商 品 売 上 高

【 売 上 原 価 】

【 営 業 外 収 益 】

商 品 仕 入 高

合 計

期 末 棚 卸 高

売 上 総 利 益

【販売費及び一般管理費】
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自 2021 年 4 月 1 日

至 2022 年 3 月 31 日

円

973,299

0

0

0

2,633

849

600,000

175,102

0

77,060

340,860

1,812

2,171,615

ボ ー イ ス カ ウ ト 埼 玉 県 連 盟 需 品 会 計

販 売 費 及 び 一 般 管 理 費 内 訳 書

科 目 金 額

事 務 消 耗 品 費

消 耗 品 費

賃 借 料

租 税 公 課

旅 費 交 通 費

給 料 手 当

賞 与

法 定 福 利 費

福 利 厚 生 費

合 計

支 払 手 数 料

通 信 費

雑 費
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科 目 金 額 科 目 金 額

【 流 動 資 産 】 5,939,705 【 流 動 負 債 】 4,019,771

現 金 及 び 預 金 3,536,474 買 掛 金 3,774,671

商 品 2,403,231 未 払 金 175,100

未 収 入 金 0 法 人 税 等 充 当 金 70,000

【 固 定 資 産 】 145,600 【 固 定 負 債 】 20,000,000

（ 無 形 固 定 資 産 ） (145,600) 長 期 借 入 金 20,000,000

電 話 加 入 権 145,600

負 債 の 部 計 24,019,771

【 基 金 】 △ 17,934,466

［ 利 益 剰 余 金 ］ ［△17,934,466］

（その他利益剰余金） ［△17,934,466］

繰 越 利 益 剰 余 金 △ 17,934,466

基 金 の 部 計 △ 17,934,466

資 産 の 部 計 6,085,305 負債・純資産の部計 6,085,305

基 金 の 部

ボ ー イ ス カ ウ ト 埼 玉 県 連 盟 需 品 会 計

貸　　借　　対　　照　　表

２０２2年３月３１日現在

　　(単位：　円)

資 産 の 部 負 債 の 部
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【 収入の部 】 (単位：円）
2021年度予算額 2022年度予算額 比較増減 主 要 項 目

納 付 金 9,610,000 9,750,000 140,000 (初期)加盟員4,500名 (追加)300名+1５0名

補 助 金 360,000 340,000 △ 20,000
運 営 費 補 助 金 360,000 340,000 △ 20,000 埼玉県教育局

事 業 費 補 助 金 0 0 0
助 成 金 2,500,000 2,800,000 300,000

日 連 助 成 金 200,000 200,000 0 研修所2コース（40名)、オリコ助成金等

埼 玉 県 育 成 会 2,000,000 2,300,000 300,000 県育成会通常助成200万、特別助成金３０万

議 員 連 盟 助 成 金 300,000 300,000 0 埼玉県議会振興議員連盟

維持会員還付金 1,098,500 1,093,000 △ 5,500 日本連盟維持会員還付金（100％達成還付）

雑 収 入 50,500 50,500 0
受 取 利 息 500 500 0
そ の 他 の 収 入 50,000 50,000 0 　

特別行事積立金 積 立 金 取 り 崩 し 200,000 500,000 300,000
退職給与積立金 積 立 金 取 り 崩 し 0 0 0

604,729 785,809 181,080

14,423,729 15,319,309 895,580

【 支出の部 】

2021年度予算額 2022年度予算額 比較増減 主 要 項 目

事 務 局 費 8,290,000 7,845,000 △ 445,000
給 与 諸 手 当 4,500,000 3,700,000 △ 800,000 給与諸手当（職員1名）

法 定 福 利 費 600,000 650,000 50,000 社会保険料

福 利 厚 生 費 20,000 15,000 △ 5,000 職員福利厚生

賃 借 料 2,000,000 2,200,000 200,000 印刷機、コピー機等リース、事務局賃借料他

諸 手 数 料 450,000 450,000 0 社労士顧問料、支払手数料、振込手数料他

旅 費 180,000 180,000 0 通勤費、交通費

事 務 消 耗 費 60,000 50,000 △ 10,000 文具他

資 料 印 刷 費 200,000 150,000 △ 50,000 印刷用紙、インク代他

通 信 発 送 費 200,000 200,000 0 切手、ハガキ、送料、電話・電報料他

備 品 費 80,000 250,000 170,000 発電機

事 業 費 2,927,000 3,715,000 788,000
日 連 納 付 金 50,000 55,000 5,000 県連盟登録料

講 師 派 遣 費 0 0 0
講 習 会 助 成 費 77,000 70,000 △ 7,000 10回開催

研 修 所 等 開 設 費 640,000 640,000 0 WB2ｺｰｽ、課程別3ｺｰｽ、WB実修所1、他

指 導 者 研 修 費 80,000 100,000 20,000 トレーニングチーム研修等　

褒 賞 費 250,000 400,000 150,000 菊章、隼章、感謝状、表彰記章、菊チーフリング、奉仕章

県 連 行 事 費 330,000 850,000 520,000 18NSJ・4SC、賀詞交歓会、保護者のつどい

印 刷 製 本 費 400,000 400,000 0 総会資料、県連だより2号（1号１0万)他

事 業 助 成 費 1,100,000 1,200,000 100,000 日連維持会費地区還付、防災キャラバン

会 議 費 1,483,000 1,527,000 44,000
県 連 会 議 費 300,000 300,000 0 県連総会費、理事会会議費、委員長会同費他

各 委 員 会 会 議 費 983,000 977,000 △ 6,000 各委員会活動費、会議費

そ の 他 の 会 議 費 200,000 250,000 50,000 全国大会費、関東ブロック会議費他

諸 費 1,180,000 940,000 △ 240,000
渉 外 費 5,000 5,000 0
交 際 費 50,000 50,000 0
慶 弔 費 150,000 200,000 50,000 慶弔関連費用

保 険 料 40,000 50,000 10,000 火災保険、BS講習会傷害保険他

雑 費 900,000 600,000 △ 300,000 東秩父野営場整備費(30万)

関 係 団 体 分 担 金 35,000 35,000 0 埼玉県関係団体年会費等

積 立 金 300,000 950,000 650,000 　

特 別 行 事 積 立 金 0 700,000 700,000
退 職 給 与 積 立 金 300,000 250,000 △ 50,000

予 備 費 243,729 342,309 98,580

14,423,729 15,319,309 895,580

収 入 の 部 15,319,309

支 出 の 部 15,319,309 収 支 ¥0

【5月理事会資料　2022.05.07】

収 入 金 合 計

※【初期】県連納付金　4,500名×\2,000=\9,000,000

項 目

支 出 金 合 計

ボ ー イ ス カ ウ ト 埼 玉 県 連 盟 一 般 会 計

２ ０ ２ 2 年 度 収 支 予 算 書 （ 第 二 次 案 ）
　　自　　　２０２2年　４月　　１日

　　至　　　２０２3年　３月　３１日

項 目

前 期 繰 越 金

※【追加】県連納付金　全期@\2,000×300名=\600,000　半期@\1,000×150名=\150,000
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埼玉県連盟規約 改正案 

現行 改正案 

(理事会の構成等) 

第 16 条 理事会の構成は次の通りとする。 

(5)県連盟コミッショナー 

(6)県連盟副コミッショナー 

 

(名誉会議の設置・責務) 

第 21 条 本連盟に名誉会議を設ける。 

3 名誉会議は、県連盟コミッショナーが主宰する。 

 

(名誉会議の構成) 

第 22 条 名誉会議の構成は、次の通りとする。 

(1)県連盟コミッショナー 

3 県連盟コミッショナーは、必要に応じて会議に出席す

ることができるが、議決に加わることはできない。 

 

(名誉会議の招集・成立) 

第 23 条 名誉会議は、必要の都度、県連盟コミッショナ

ーが招集し、その議員の過半数(委任状を含む)をもって

成立し、議決は出席議員の多数決による。 

 

(コミッショナー集会) 

第 26 条 コミッショナー集会は、次に揚げることを目的

に開催し、県連盟コミッショナーが、主宰する。 

 

(コミッショナー集会の構成) 

第 27 条 コミッショナー集会の名称及び構成は、次の通

りとする。 

(1)コミッショナー集会 

県連盟正副コミッショナー及び、地区正副コミッショナ

ー 

(2)団担当コミッショナー集会 

県連盟正副コミッショナー、地区正コミッショナー及

び、団担当コミッショナー 

3 コミッショナー集会は、必要に応じて県連盟コミッシ

ョナーが招集し開催する。 

 

(県連盟役員) 

第 31 条 本連盟の役員は次の通りである。 

(7)県連盟コミッショナー・・・1 名 

(8)県連盟副コミッショナー・・・若干名 

 

(トレーニングチーム・ディレクターの委嘱・責務及び

任期) 

第 39 条  

2 トレーニングチーム・ディレクターは、トレーニング

担当県連盟副コミッショナーとして就任する。 

(理事会の構成等) 

第 16 条 理事会の構成は次の通りとする。 

(5)県コミッショナー 

(6)県副コミッショナー 

 

(名誉会議の設置・責務) 

第 21 条 本連盟に名誉会議を設ける。 

3 名誉会議は、県コミッショナーが主宰する。 

 

(名誉会議の構成) 

第 22 条 名誉会議の構成は、次の通りとする。 

(1)県コミッショナー 

3 県コミッショナーは、必要に応じて会議に出席するこ

とができるが、議決に加わることはできない。 

 

(名誉会議の招集・成立) 

第 23 条 名誉会議は、必要の都度、県コミッショナーが

招集し、その議員の過半数(委任状を含む)をもって成立

し、議決は出席議員の多数決による。 

 

(コミッショナー集会) 

第 26 条 コミッショナー集会は、次に揚げることを目的

に開催し、県コミッショナーが、主宰する。 

 

(コミッショナー集会の構成) 

第 27 条 コミッショナー集会の名称及び構成は、次の通

りとする。 

(1)コミッショナー集会 

県正副コミッショナー及び、地区正副コミッショナー 

 

(2)団担当コミッショナー集会 

県正副コミッショナー、地区正コミッショナー及び、団

担当コミッショナー 

3 コミッショナー集会は、必要に応じて県コミッショナ

ーが招集し開催する。 

 

(県連盟役員) 

第 31 条 本連盟の役員は次の通りである。 

(7)県コミッショナー・・・1 名 

(8)県副コミッショナー・・・若干名 

 

(トレーニングチーム・ディレクターの委嘱・責務及び

任期) 

第 39 条  

2 トレーニングチーム・ディレクターは、トレーニング

担当県副コミッショナーとして就任する。 
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現行 改正案 

(県連盟コミッショナーの委嘱と任期、任務及び業務) 

第 40 条 県連盟コミッショナーは、県連盟理事会の議決

を経て、連盟長が推薦し、日本連盟コミッショナーが日

本連盟理事長と協議して委嘱する。 

２ 県連盟コミッショナーの任期は２年とし、再任を妨

げない。この場合における更新は１２月３１日とする。 

３ 県連盟コミッショナーの推薦に当たっては、次のこ

とを考慮する。 

(4)コミッショナー実修所又はコミッショナー上級訓練

課程を修了した者又は就任後速やかにコミッショナー

上級訓練課程を修了できる者であること。 

 

４ 県連盟コミッショナーの任務は、次のとおりとする。 

(1)県連盟コミッショナーは、県連盟における本運動が、

本連盟と県連盟の規定に従い展開するよう努めるとと

もに県連盟内の指導者に対して助言及び指導を行う。 

(2)県連盟コミッショナーは、県連盟理事会の下でスカ

ウト教育について純正な推進を図り、県連盟理事会に対

して責任を負うとともに、教育面及び指導面で県連盟を

代表する。 

(3)県連盟コミッショナーは県連盟副コミッショナーを

統括し所管する任務を分担させるとともに、地区コミン

ッショナー、団担当コミッショナー等に対して助言及び

指導を行う。 

(4)県連盟コミッショナーは、県連盟トレーニングチー

ムを統括する。 

(5)県連盟コミッショナーは、県連盟内コミッショナー

会議を主宰する。 

(6)県連盟コミッショナーは、別に定める県連盟の規定

に基づき県連盟名誉会議を主宰する。 

 

尚、上記 2～４項は日本連盟教育規程の「県連盟コミッ

ショナーの委嘱及び任務等」に準拠するものであり、同

規程の変更が行われた場合も同様の扱いとする。 

５ 県連盟コミッショナーの担当する業務は次のとおり

とする。 

 

(県連盟副コミッショナーの委嘱、責務及び任期) 

第 41 条 県連盟副コミッショナーは、必要に応じて、県

連盟コミッショナーの推薦により、理事会の議を経て、

連盟長が委嘱する。 

2 県連盟副コミッショナーは、県連盟コミッショナーの

任務を全面的に補佐し、また特に与えられた任務を遂行

する。 

3 県連盟副コミッショナーの任期、推薦条件は県連盟コ

ミッショナーに準ずる。ただし、研修歴については、コ

ミッショナー実修所をコミッショナー研修所と読み替

える。 

(県コミッショナーの委嘱と任期、任務及び業務) 

第 40 条 県コミッショナーは、県連盟理事会の議決を経

て、連盟長が推薦し、総コミッショナーが日本連盟理事

長と協議して委嘱する。 

2 県コミッショナーの任期は、２年とし、再任を妨げな

い。この場合における更新は１２月３１日とする。 

3 県コミッショナーの推薦に当たっては、次のことを考

慮する。 

(4)コミッショナー任務別研修県コミッショナー課程を

修了した者又は就任後できるだけ速やかにコミッショ

ナー任務別研修県コミッショナー課程を修了できる者

であること。 

４ 県コミッショナーの任務は、次のとおりとする。 

(1)県コミッショナーは、県連盟における本運動が、本

連盟と県連盟の規定に従い展開するよう努めるととも

に県連盟内の指導者に対して助言及び指導を行う。 

(2)県コミッショナーは、県連盟理事会の下でスカウト

教育について純正な推進を図り、県連盟理事会に対して

責任を負うとともに、教育面及び指導面で県連盟を代表

する。 

(3)県コミッショナーは県副コミッショナーを統括し所

管する任務を分担させるとともに、地区コミンッショナ

ー、団担当コミッショナー等に対して助言及び指導を行

う。 

(4)県コミッショナーは、県連盟トレーニングチームを

統括する。 

(5)県コミッショナーは、県連盟内コミッショナー会議

を主宰する。 

(6)県コミッショナーは、別に定める県連盟の規定に基

づき県連盟名誉会議を主宰する。 

 

尚、上記 2～４項は日本連盟教育規程の「県コミッショ

ナーの委嘱及び任務等」に準拠するものであり、同規程

の変更が行われた場合も同様の扱いとする。 

５ 県コミッショナーの担当する業務は次のとおりとす

る。 

 

(県副コミッショナーの委嘱、責務及び任期) 

第 41 条 県副コミッショナーは、必要に応じて、県コミ

ッショナーの推薦により、理事会の議を経て、連盟長が

委嘱する。 

2 県副コミッショナーは、県コミッショナーの任務を全

面的に補佐し、また特に与えられた任務を遂行する。 

 

3 県副コミッショナーの任期、推薦条件は県コミッショ

ナーに準ずる。ただし、研修歴については、コミッショ

ナー実修所をコミッショナー研修所と読み替える。 
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現行 改正案 

(名誉会議議員の選任、責務及び任期) 

第 45 条 名誉会議議員は、総会に於いて、その半数を選

出し、残りの半数は連盟長・県連盟コミッショナーが合

議のうえ、理事会に諮問した後、総会の認証を経て、連

盟長が委嘱する。 

 

(名誉会議議員の選任、責務及び任期) 

第 45 条 名誉会議議員は、総会に於いて、その半数を選

出し、残りの半数は連盟長・県コミッショナーが合議の

うえ、理事会に諮問した後、総会の認証を経て、連盟長

が委嘱する。 

 

 

 

埼玉県連盟 感謝・表彰規程 改正案 

現行 改正案 

(申請及び審議手続き) 

第 8 条 表彰の申請は、地区名誉会議の議を経て、県連

盟所定の表彰申請書に必要事項を記述し、地区委員長お

よび地区コミッショナー連盟で県連盟が定める期日ま

でに申請する。また、県連盟名誉会議の発議により、そ

の審議を行い、県連盟コミッショナーの名をもって申請

を行うことができる。 

2 地区名誉会議の議を経て申請があったものについて、

県連盟名誉会議に、その審議を付託し、県連盟名誉会議

は、名誉会議議員の過半数の出席をもって成立し、県連

盟コミッショナーが議長となり、審議付託事項を審議す

るものとする。 

(申請及び審議手続き) 

第 8 条 表彰の申請は、地区名誉会議の議を経て、県連

盟所定の表彰申請書に必要事項を記述し、地区委員長お

よび地区コミッショナー連盟で県連盟が定める期日ま

でに申請する。また、県連盟名誉会議の発議により、そ

の審議を行い、県コミッショナーの名をもって申請を行

うことができる。 

2 地区名誉会議の議を経て申請があったものについて、

県連盟名誉会議に、その審議を付託し、県連盟名誉会議

は、名誉会議議員の過半数の出席をもって成立し、県コ

ミッショナーが議長となり、審議付託事項を審議するも

のとする。 
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2022年5月理事会

【収入の部】 18NSJ・4SC 参加者1000名試算

予算額
20,000,000 20，000円×1,000名

500,000 県連盟行事費より
日本連盟サテライト負担金 300,000 見込金額

50,000
20,850,000

【支出の部】
予算額

総務 共通経費 2,000,000 2，000円×1,000名日本連盟へ支出
総務 会議費 100,000 会議会場費／資料など

記念品費 500,000 記念綬／見学章／その他
IDカード 250,000 IDカードストラップ／IDカード等
行為許可費 1,320,000 参加費の11％　600人を対象
事務費 250,000 印刷／プリンター機材レンタル・消耗品／ICT関連機材レンタル

プログラム 全体行事費 600,000 開閉会式、J大集会等
場内外プログラム 600,000 日本一プログラム等
事務費 30,000 事務用品

配給 食材費 7,500,000 食材・配給資材 500円×15食×1，000人
消耗品費 100,000
事務費 20,000
資材費 200,000 冷凍庫、食堂用資材レンタル含む

輸送 交通･輸送 530,000 借上バス等・レンタカー
施設資材 会場費 3,050,000 多目的広場/芝生広場／駐車場／野外ステージ/ピクニック広場等

施設費 2,800,000 本部テント・仮設トイレ／仮設水道
生活費 400,000 給水費／ゴミ収集費／プール使用料等
消耗品費 150,000 給水用資材／ゴミ袋等
事務費 20,000 事務用品
通信費 90,000 携帯電話レンタル／トランシーバーレンタル

安全管理 消耗品費 200,000 救急用薬品／局所移動式冷房機
事務費 20,000 事務用品

予備費 120,000
20,850,000

※項目内での転用を認めることとする。

項　　　　目

支出合計

第18回日本スカウトジャンボリー関東ブロック埼玉サテライト会場・第4回埼玉キャンポリー
　補正予算書（修正予算案）

項　　　　目
参加費
県連盟助成金

広告料・寄付金・雑収入等
収入合計
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２０２２年５月理事会資料 

４月 総務企画委員会 報告 

 
 
１．承認・依頼事項 

なし 

 

 
２．報告事項 

（１）地区別加盟員数実績(日本連盟登録承認)・別紙のとおり 
（２）地区別加盟員登録増減表・別紙のとおり 
（３）追加登録状況・別紙のとおり 
 

（４）広報誌について 
 
   制作・発行の担当者選出と内容について検討開始予定 
 
 
（５）Zoom または Google Meet でのリモート講座。 
 
   今年度の講座内容、開催日時について検討し、開催担当者を選出予定 
 
 
（６）写真コンテストについて 
 
   ・２０２１年投票結果は別紙のとおり （応募総数３７作品、投票総数１０１票、投票された作品数２０作品） 
 
   ・新たな企画アイデア検討のうえ実施判断（実施の場合は開催形態等について検討） 
 
 
（７）組織拡大特別顕彰(友情バッジ)について 
 
   集計シート結果：２０２１／２／１８～２０２２／４／３０  金色４名、銀色７名、銅色６８名 
 
   ダウンロード>スカウト用品>友情バッジ申請フォームからご利用ください 
   https://scout-saitama.jp/download/friendbadge 
 
 
（８）コバトン健康マイレージ → 以下の遠り記載します 
 
   歩く楽しみ、毎日を健康に！多数のご参加をお待ちしております。 
   下記 URLからご参加ください。 
   https://kobaton-mileage.jp/portal/apply/view_caution 
 
 
（９）登録について 
 
   日本連盟にて新登録システム概要説明９月予定 
 

以上 
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年 5 月 理事会報告

年 4 月 総務企画委員会報告

○ 開催日時 年 4 月 22 日 20 時 00 分 ～ 21 時 30 分

○ 開催場所 RaiBoC Hall（市民会館おおみや　集会室2）

〒330-0846 さいたま市大宮区大門町2-118 大宮門街4-8F TEL 048-641-6131

役務 出欠 役務 出欠

★ ○ 委 ○

☆ ○ 委 ○

☆ ○ R 委 ○

委 ○ 委 ○

委 ○ 委 ○

委 ○ ★委員長、☆副委員長／○出席、△代理、✕欠席

○ 議事録

総務企画委員メンバー紹介、挨拶

2022年度総務企画委員委嘱状付与

2021年度　活動内容確認

2022年度　活動計画および活動予算確認

課題検討

委員会メーリングリスト作成

委員会資料保管「サイボウズ」の使用開始

リモート講座メニュー検討

友情バッジ申請状況把握（申請通知の受信）、各地区への展開（促進）

2021年度写真コンテスト結果確認、2022年度実施形態検討、その他企画案創出

健康マイレージ継続推奨判断

2022年度　活動計画担当窓口選出

新登録システムについて（日本連盟からの説明時期確認）

次回委員会開催予定 ： 年 5 月 20 日 （金） 19 時 00 分 ～

RaiBoC Hall（市民会館おおみや　集会室2）

※毎月第三金曜19時開催予定

2022

2022

東埼玉 久喜1中村 晃

芳賀 勝義 草加8

安藤 和宏 川越3

神谷 由香 飯能3

木村 宏 熊谷2北武

東埼玉

西部初雁

奥武蔵

川越2

戸田1

草加7

さいたま209

さいたま21

さいたま南

さいたま北

むさし

所属

西部初雁

みなみ

ひがし

地区 氏名

上尾13

吉岡 克己

山崎 芳廣

水田 一佳

青木 洋一

金子 修

木村 雅治

2022

2022

地区 氏名 所属
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2021年度
写真コンテスト結果

総務企画委員会
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応募者の状況と結果
•応募総数 カブ・ビーバー合わせて37作品

•投票総数 101票(投票があった作品 20作品）
• ビーバー隊部門（ビーバー隊部門は2作品のみ）

• 22票 金 渡部航平「落ち葉でハイテンションパーティー」さいたま208団

• 2票 銀 黒川丈志「やさいとったどー」さいたま9団

• カブ隊部門
• 23票 金 さいたま104団カブスカウト隊1組「すべりこみジャンボかるた」
さいたま104団

• 14票 銀 今泉仁吾「休憩時間の会話」川口19団

• 6票 銅 林 龍空「やっと出来たキャンプファイヤー」さいたま204団
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地区名
2022.3.31

実績

2022.4.1

初期登録

実績

増減
2022.4.30

実績
増減

前年

実績迄
達成率

みなみ 553 500 ▲ 53 512 12 ▲ 41 93%

さいたま南 658 573 ▲ 85 586 13 ▲ 72 89%

さいたま北 733 641 ▲ 92 659 18 ▲ 74 90%

むさし 497 416 ▲ 81 425 9 ▲ 72 86%

北武 418 384 ▲ 34 394 10 ▲ 24 94%

東埼玉 655 561 ▲ 94 572 11 ▲ 83 87%

ひがし 510 441 ▲ 69 453 12 ▲ 57 89%

西部初雁 753 665 ▲ 88 691 26 ▲ 62 92%

奥武蔵 404 336 ▲ 68 347 11 ▲ 57 86%

県　連  6  6 0  6 0 0 100%

合　計  5,187  4,523 ▲ 664  4,645 122 ▲ 542 90%

資料1　　２０２２（Ｒ４）年度　地区別加盟員数実績(日本連盟登録承認)

2022年4月30日 現在
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地区 基準日 団 隊 団委員 指導者 スカウト Sｸﾗﾌﾞ 合計 ＢＶＳ ＣＳ ＢＳ ＶＳ ＲＳ

2022/03/31 7 30 55 107 391 553 115 110 94 39 33

みなみ 2022/04/30 7 30 53 105 354 512 80 112 82 42 38

増減 ▲ 2 ▲ 2 ▲ 37 ▲ 41 ▲ 35  2 ▲ 12  3  5

2022/03/31 12 53 94 151 413 658 67 133 126 35 52

さいたま南 2022/04/30 12 51 90 138 358 586 54 107 113 37 47

増減 ▲ 2 ▲ 4 ▲ 13 ▲ 55 ▲ 72 ▲ 13 ▲ 26 ▲ 13  2 ▲ 5

2022/03/31 12 49 117 174 442 733 73 125 105 54 85

さいたま北 2022/04/30 12 46 117 167 375 659 40 110 112 38 75

増減 ▲ 3 ▲ 7 ▲ 67 ▲ 74 ▲ 33 ▲ 15  7 ▲ 16 ▲ 10

2022/03/31 11 45 71 113 313 497 54 89 103 45 22

むさし 2022/04/30 10 39 63 109 253 425 39 81 75 40 18

増減 ▲ 1 ▲ 6 ▲ 8 ▲ 4 ▲ 60 ▲ 72 ▲ 15 ▲ 8 ▲ 28 ▲ 5 ▲ 4

2022/03/31 12 41 70 110 238 418 30 64 72 43 29

北武 2022/04/30 11 40 69 98 227 394 23 67 69 37 31

増減 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 1 ▲ 12 ▲ 11 ▲ 24 ▲ 7  3 ▲ 3 ▲ 6  2

2022/03/31 16 55 87 174 394 655 67 112 128 50 37

東埼玉 2022/04/30 15 48 99 149 324 572 38 101 108 47 30

増減 ▲ 1 ▲ 7  12 ▲ 25 ▲ 70 ▲ 83 ▲ 29 ▲ 11 ▲ 20 ▲ 3 ▲ 7

2022/03/31 15 62 87 119 304 510 55 96 81 31 41

ひがし 2022/04/30 14 60 76 111 266 453 39 92 77 27 31

増減 ▲ 1 ▲ 2 ▲ 11 ▲ 8 ▲ 38 ▲ 57 ▲ 16 ▲ 4 ▲ 4 ▲ 4 ▲ 10

2022/03/31 12 57 83 171 499 753 86 144 138 53 78

西部初雁 2022/04/30 12 58 81 165 445 691 51 129 122 64 79

増減  1 ▲ 2 ▲ 6 ▲ 54 ▲ 62 ▲ 35 ▲ 15 ▲ 16  11  1

2022/03/31 9 35 62 106 236 404 39 104 70 14 9

奥武蔵 2022/04/30 9 32 60 90 197 347 22 75 78 13 9

増減 ▲ 3 ▲ 2 ▲ 16 ▲ 39 ▲ 57 ▲ 17 ▲ 29  8 ▲ 1

2022/03/31  1  6  6

県　連 2022/04/30  1  6  6

増減

2022/03/31  106  427  732  1,225  3,230  5,187  586  977  917  364  386

合　計 2022/04/30  102  404  714  1,132  2,799  4,645  386  874  836  345  358

増減 ▲ 4 ▲ 23 ▲ 18 ▲ 93 ▲ 431 ▲ 542 ▲ 200 ▲ 103 ▲ 81 ▲ 19 ▲ 28

資料2　　２０２２（Ｒ４）年度　地区別加盟員登録増減表

2022年4月30日 現在
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【５月度／理事会資料】№.3

継 新 継 新 継 新 継 新 継 新 継 新 継 新 継 新 継 新 継 新 継 新

戸田１ 1 1

蕨２ 3 1 1 1

川口１９ 7 1 5 1

川口２１ 1 1

合 計 12 1 1 2 6 1 1

さいたま２０５ 1 1

さいたま２０８ 3 1 2

さいたま２０９ 1 1

さいたま２１２ 8 1 1 1 1 2 2

さいたま２１８ 1 1

さいたま２１９ 1 1

合 計 15 1 1 1 4 1 2 2 1 2

さいたま１ 2 1 1

さいたま９ 2 1 1

さいたま１０ 3 1 1 1

さいたま２１ 3 2 1

さいたま１０１ 1 1

さいたま１０２ 7 4 2 1

さいたま１０３ 1 1

合 計 19 1 1 9 3 1 3 1

上尾１ 1 1

上尾４ 4 3 1

上尾１３ 2 1 1

伊奈１ 1 1

桶川１ 1 1

鴻巣３ 1 1

合 計 10 1 1 4 1 1 1 1

熊谷２ 6 1 2 1 2

寄居１ 2 1 1

鶴ヶ島１ 1 1

東松山 4 1 3

合 計 13 1 3 2 1 5 1

春日部７ 1 1

春日部９ 6 5 1

久喜１ 3 1 1 1

久喜２１ 2 1 1

久喜３１ 5 4 1

蓮田１ 1 1

合 計 18 10 4 1 1 1 1

越谷１ 1 1

越谷２ 1 1

越谷８ 2 1 1

吉川１ 1 1

草加３ 1 1

草加６ 2 2

草加７ 2 1 1

草加８ 1 1

三郷１ 2 1 1

合 計 13 1 5 1 4 1 1

朝霞１ 2 1 1

ふじみ野 1 1

志木１ 10 2 7 1

富士見１ 2 1 1

三芳１ 1 1

和光１ 2 2

川越２ 2 2

川越９ 10 1 1 2 2 2 1 1

合 計 30 1 1 11 9 2 3 2 1

入間３ 3 1 2

入間４ 4 1 1 2

所沢１ 3 1 1 1

飯能３ 5 1 1 2 1

合 計 15 1 2 1 3 3 1 2 1 1

145 4 7 1 4 1 51 3 24 3 24 2 1 7 3 1 1 1 3 4

さいたま北

むさし

北武

２０２２（Ｒ４）年 度　４月（単 月） 追 加 登 録 状 況　(２０２２年４月３０日現在:県連承認分)

地区名 団名

追加

登録

数

合計

団委員

育成会員

B V S C S B S V S R S

さいたま南

指 導 者 ス カ ウ ト 指 導 者 ス カ ウ ト 指 導 者 ス カ ウ ト 指 導 者 ス カ ウ ト

みなみ

指 導 者 ス カ ウ ト

東埼玉

ひがし

奥武蔵

県　連　

県　連　合　計

西部初雁
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2022 年 5 月理事会報告  

 

4 月スカウト教育委員会報告 

 〇開催日時 4 月 23 日（土）10:00-12:00  場所・上落合公民館 

 

委 

員 

長 

副 

委   

員  

長 

副  

委   

員  

長 

副  

委   

員  

長 

地区名 

み  

な  

み 

さ い 

た ま 

南 

さ い 

た ま 

北 

む  

さ  

し 

北  

武 

東  

埼  

玉 

ひ  

が  

し 

西 武 

初 雁 

奥  

武  

蔵 

高橋 佐藤 戸田 町 田 
高 橋 

誠 
渡 部 志 水 新 藤 町田 濵 田 谷内 戸 田  渡邊 

○ △ ○ △ × △ ○ ○ △ ○ △ × ○ 

出席：○ 欠席：× 通欠：△ 代理：代理者名 

１、連絡事項 

  ・4 月富士面接なし 

  ・次回富士面接 5 月 15 日（日）AM 予定  

  ・技能章考査員委嘱 

    ラジオ章 

    無線通信章 

さいたま南地区 さいたま第 220 団 小林
こばやし

広
ひろ

継
つぐ

 

2、令和 4 年度第 24 回全国スカウトフォーラムに向けて各地区にて準備をお願い致します。 

   10 月または 12 月 第 24 回全国スカウトフォーラム開催予定 

   9 月上旬 埼玉県連盟スカウトフォーラム開催予定 

   ※地区フォーラムの実施をお願い致します(8 月末までには) 

 

3、令和 4 年度宗教章取得講習会  

   5 月 5 日（木・祝） 講習会 場所；ふじみ野霊園 

   6 月 5 日（日） 池上本門寺参詣 

   参加対象 1 級以上のスカウト、ローバースカウト 

   申し込み  13 名( 4 月 28 日 現在)  

 

4、ボーイスカウト救急法講習会   

   4 月 17 日（日） 県連盟主催ボーイスカウト救急法講習会  

   参加人数  スカウト：40 名 指導者：6 名 県連盟：1 名  

場所；埼玉県男女共同参画センター 

   ※別紙、報告書参照 

47



2022 年 5 月理事会報告  

 

 

5，「未来のクルマ」イラストコンクール 

  

  入選発表は 6 月理事会にて発表 

     

6、県連盟 25WSJ 派遣員面接 

  5 月 15 日㈰ 13:00~17:00  埼玉教育会館 

  5 月 22 日㈰ 13:00~17:00  埼玉教育会館 

 

 次回会議  5 月 21 日㈯ 10:00～ 開催を予定 

スカウト教育委員会 連絡先  scout-education-committee@saitama.scout.jp 
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県連盟救急法講習会 第１回 実施報告 

ボーイスカウト埼玉県連盟 

スカウト教育委員会  

開催日 令和３年４月１７日（日） 

場 所 埼玉県男女共同参画推進センター 4F セミナー室 

講 師 遠藤利幸氏（埼玉県連盟メディカルチーム） 

参加者 スカウト：40 名 指導者：6 名 県連盟：1 名（江村副コミッショナー） 

講義内容（詳細はスケジュール内に記載） 

救急章考査細目（１）の 2．心肺蘇生法ならびに 3．AED を除いた内容 

※救急章取得の為には、2 級以上のスカウトで、最寄りの消防署等で開催の講習参加と 

 細目（２）、（３）の履修が必要 

スケジュール 

 時間（午前の部） 項目 備考 

1 9:30～10：00 集合・受付・アイスブレイク 会場使用が 9:15 からの為、この間に設営 

2 10:00~10:10 開講式  

3 10:10~11:00 講義 

1．救急法の基本 

4．止血法 

5．ショック 

 

4 11:00～11:10 休憩  

5 11:10~12:05 講義 

６．食中毒 

７．一酸化炭素中毒 

８．熱中症 

９．頭部外傷 

 

6 12:05~12:50 昼食  

7 12:50～14:00 講義 

１０．骨折・捻挫 

１１．きず等 

 

８ 14:00～14:10 休憩  

９ 14:10～15:00 講義 

１２．動・植物による被害 

１３．搬送法 

１４．救急要請 
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10 15:00～15:10 質疑応答 特に質問無し 

11 15:10～15:15 休憩  

12 15:00~15:20 修了証授与・閉講式  

13 15:20～15:50 後片付け・反省会・解散  

総評 

1. 講師がさいたま市救急隊員として日々出動されている遠藤氏であり、講義中に実際の救急活動のお話

があり、講義内容に対する理解が深まった。 

2. 500ml の出血量をブルーシート上に広げ、雑巾で拭き取ることで視覚的に出血量を理解することが出

来た。 

3. 講師が必要な内容に絞って講義して頂いた。これ以上の時間短縮は難しいと考える。 

4. 午後、数名（2～3 名）寝ているスカウトがいたが、基本的には参加スカウトは熱心に講義内容を聞い

ていた。 

5. 修了証授与時、スカウト名を読み上げるが、返答が聞こえたスカウトは 10 名にも満たない数だった。 

6. 開催案内に 9:00 受付となっていたが、開場は 9:15 であり、指導者及びスカウトを待たせる結果となっ

た。開場時間を再確認の上、設営時間も考慮し受付時間を考える。 

その他 

遠藤講師より、消防署等で実施している救急手当指導員（3 日間の講習）を受けると、消防署から

AED の貸し出しを受けることが可能となる。指導員資格推進を進め、今後の講習会開催に活かしてみては、

とのお話し有り。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アイスブレイク                         血液量確認 

（絵の具を使用した模擬血液） 
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三角巾実習 

 

 

以上 
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「未来の車」イラストコンクール優秀作品 
スカウト教育委員会 

【埼玉県連盟賞】 

東埼玉地区 久喜 1 団  

北原和奏(きたはら わかな) 

空飛ぶテントカー  

 

【埼玉県育成会特別維持会員賞】 

さいたま北地区 さいたま 8 団  

武田頼季(たけだ らいき) 

タイヤの車 

 

【埼玉県育成会会長賞】 

北武地区 鶴ヶ島 1 団  

加藤理空(かとう りく) 

宇宙に行く車 

※優秀作品に上記の方々の作品が選ばれました。 

おめでとうございます。 

埼玉県連盟総会にて表彰をされます。 
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2022 年 5 月 理事会資料 

4 月 成人支援委員会報告 

 

1. 成人支援委員会 開催報告 

1 4 月 23 日（土）10:00～  オンライン開催 

2 参加状況 

出席：○  欠席：× 通欠：△  代理：代理者名  
 

2. 承認を求める事項 

なし 
 

3. 報告事項 

1 「WB 研修所スカウトコース埼玉第９期（基本型）」申し込み状況 

  2022 年 5 月 5 日～8 日 ＠日本連盟那須野営場 参加申込人数：30 名 

（内訳）（地区別）みなみ 1 名、さいたま南 1 名、さいたま北 4 名、むさし 3 名、  

北武 3 名、ひがし 2 名、東埼玉 5 名、西部初雁 4 名、奥武蔵 7 名  

         （年代別）10 代３名、20 代７名、30 代２名、40 代９名、50 代以上 9 名  

         （性別）男性 2８名、女性 2 名   （希望課程別※）BVS８名、CS６名、BS12 名、VS4 名  

 

2 「WB 研修所課程別研修_埼玉第 3 回」の開設について ※開設要項参照 

2022 年 6 月 19 日  ＠さいたま市桜区プラザウエスト 

定員：各課程 20 名 申込締切：5 月 29 日（木） 

各課程の主任講師による打ち合わせ開催を予定  
 

3 2022 年度ブロック及び地区主催「定型外訓練」「SFH セミナー」年間計画について 

  各地区の開催計画取りまとめ後、一覧表にして理事会に報告いたします。 
 

４ 「指導者研修歴調査」の実施について 

登録データに基づき元データ作成中。作成のち、各地区成人支援委員会へ展開。 

調査意義のご理解と共に、5 月末までの調査データ回収のご支援をお願い致します。 
 

4. 次回（5 月）委員会開催予定 

2022 年 5 月 21 日（土）10:00-12:00 リモート開催（予定） 

出

席

状

況 

委

員

長 

副

委

員

長 

副

委

員

長 

地 区 名 

み

な

み 

さ
い
た
ま
南 

さ
い
た
ま
北 

む

さ

し 

北

武 
東

埼

玉 

ひ

が

し 

西

部
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○ ○ ○ ○ 兼任  ○ ○ △ ○ 戸嶋  ○ ○ 
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2022 年 5 月 理事会資料 

戦 略 本 部                            

 

【報告事項】 

 

◇新型コロナウイルス対応 ⇒ 「危機管理」 

 ➢ 「まん延防止等重点措置」解除に伴うスカウト活動の実施について(2022.3.18) 

「通年のスカウト活動様式 Ver.4」(2021.10.3発出)の確認 

 

◇2022年度県連盟事業計画等について 

 ➢ 2021年度決算見込 … 繰越金の確認 

   2022年度予算概要 …  第二案を理事会提出 

 

◇ワクワク自然体験事業の対応 

➢2022年度も継続して事業開催 

日連 HPに 2022年版掲載済み 

 ➢2022年度の各地区事業への県連としての支援 ⇒ 1事業 1万円 

 ➢2022年度の各地区からの登録方法 ⇒ 別紙(昨年と同様) 

   各地区には、別紙予定表を配布して、随時更新版を県連に提出してもらう 

 

◇スカウト保護者の集いについて 

 ➢各地区の計画状況 ⇒ 別紙 

 

◇2022年度の防災キャラバン  

 ➢4/14に日連説明会開催 ⇒ 基本的には例年通り(追ってマニュアル発行予定) 

 ➢埼玉県連盟内では、以下の 6カ所のイオンモール会場で開催予定 

  ・みなみ地区；川口グリーンシティ    ・さいたま南地区；浦和美園 

  ・さいたま北地区；与野         ・むさし地区；上尾 

  ・東埼玉地区；春日部          ・ひがし地区；レイクタウン 

 

◇その他 

・県連盟総会について  

・委員長会同の運営方法変更⇒ オンラインで 19:30開始(日程は年間計画通り) 

 

 

需品購入は県連で！」 

                                 以 上 
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理事会資料 2022/5/7　戦略本部

地区委員長　各位

地区コミッショナー　各位

理 事 長　　　牛山佳久

担当副理事長　細井京逸

県連盟コミッショナー　中牟田和彦

2022年度の埼玉県連盟の事業として展開をする“スカウト保護者の集い”について
各地区より開催候補日を提出いただき、県連盟で選定した結果、以下の通り開催を
することといたしますので、各地区とも予定をいただき、会場の確保やスタッフの
人選等、準備をお願いいたします。

【開催日程】

開催日 地　区 会場（予定）

2022年6月26日（日） さ いたま南 地区 岸町公民館 or 浦和コミニテイセンター

2022年9月4日（日） さ いたま北 地区 見沼グリーンセンター

2022年9月11日（日） む さ し 地 区 桶川市川田谷公民館

2022年10月9日（日） み な み 地 区 川口市生涯学習プラザ

2022年10月16日（日） 奥 武 蔵 地 区 入間市青少年活動センター

2022年10月30日（日） ひ が し 地 区 草加市文化会館

2022年11月6日（日） 東 埼 玉 地 区 久喜ふれあいセンター

2022年11月20日（日） 西 部 初 雁 地 区 ふじみ野市

尚、今後は各地区の地区コミッショナーを地区の窓口として、連絡をさせていただき
ますので、よろしくお願いします。
また、状況によっては、日程の再調整を余儀なくされることがありますので、予め
ご了承ください。

ボーイスカウト埼玉県連盟

“スカウト保護者の集い”開催日程について（改訂）
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2022年５月７日 

２０２２年度 ボーイスカウト埼玉県連盟   

ワクワク自然体験あそび 事業の進め方 
 

 本年度のワクワク自然体験あそび事業は以下の手順で進めてください。 

１）日本連盟 HP の「ボーイスカウトとあそぼう！ワクワク自然体験あそび２０２２ 運営情報ページ」

を確認し、「マニュアル」、「事業登録方法」、「受付フロー」の資料をダウンロードし、内容を確認し

てください。 

２）埼玉県連盟の所属団が実施する事業においては、一般参加者に対して県連盟事務局が傷害保険

に加入いたします。団においては、事前に人数、氏名、年齢等の報告は必要ありません。ただし、

後述の報告書には正確な人数を報告してもらいます。 

３）事業計画を県連所定書式「２０２２年度_埼玉県連ワクワク自然体験あそび事業 事業計画書他」

の「０１実施計画」、「０２安全対策計画」を作成し、県連事務局にメールで提出してください。また、

日本連盟への事業登録を「事業登録方法」の資料に従い行ってください。 

４）事業計画後、県連所定書式「２０２２年度_ワクワク自然体験あそび事業予定一覧」に必要事項を

記入し、速やかに地区委員長に提出してください。 

５）事業において、事故が発生した場合は、遅滞なく、「２０２２年度_埼玉県連ワクワク自然体験あそ

び事業 事業計画書他」の「０３開催報告」、「０４事故報告」を作成し、県連事務局にメールで提出

してください。なお、加盟員の怪我などの場合、団で共済の手続きをおこなってください。 

６）事故の発生がなかった場合、事業実施後１週間以内に「２０２２年度_埼玉県連ワクワク自然体験

あそび事業 事業計画書他」の「０３開催報告」を県連事務局にメールで提出してください。なお、

参加人数は傷害保険の精算に必要となりますので、正確に記載してください。 

７）県連盟の事業助成金１万円を報告書提出後、原則事務局でお渡しします。銀行振込希望の場合、

送金先をメール連絡してください。なお、経費等の領収書、レシート等の提出は必要ありません。 

８）本年度は日本連盟から１事業につき５，０００円の助成があります。２０２２年度は３事業まで助成

されます。こちらは、県連盟事務局でまとめて手続きを行います。団へのお渡しは年度末（２０２

３年３月）になります。 

※その他、不明な点は県連事務局までメールで問い合わせください。 

 

★日本連盟専用ＵＲＬ  https://www.scout.or.jp/member/wakuwakustaff2022/ 

 

以上 
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ワクワク自然体験あそび　事業実施予定一覧

連盟

整理番号 開催予定日 開催地市町村 会場名・施設名 種別（半日/１日） 主な内容 備考（担当団、地区など）

1 5月22日(日) 那須塩原市 ボーイスカウト那須野営場 半日 自然観察、ゲーム等

2 6月12日(日) 高萩市 高萩スカウトフィールド 1日 野外炊事、ミニハイキング

整理番号 開催予定日 開催地市町村 会場名・施設名 種別 主な内容 備考

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

11

12

13

14

15

16

17

18

19

20
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理事会4月報告資料 
 

【報告事項】 

(1)定例会実施 

4月9日15:00～16:30 

役務 議長 
 

副議長 
 

副議長 

RCJ 

書記 会計 広報    

名前 浅野 新井 石井 亀井 小島 日暮 山田 大阿久  

地区 東埼玉 西部初雁 北武 むさし 奥武蔵 ひがし さい南 さい北  

出席 〇 〇 × × 〇 〇 〇 〇  

  

 議題 

1.自己紹介 

2.2022年度SYCの運営方針 

3.SYC議員の各種役務について 

→各役務の引継ぎ資料の作成 

4.今後のスケジュールについて 

5.アドバイザーの選任について 

6.各地区の2021年度活動状況の共有 

 

【依頼事項】 

各地区代表からの連絡にご対応ください 

 

【承認を求める事項】 

特にありません。 

 

【次回定例会】 

日時 6月11日 15：00 

場所 状況に応じて対応 

議題  
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202２年 5月 

理事会報告 

トレーニングチーム 

ディレクター  脇田 大輔 

■報告事項 

１．新規トレーニングチーム員委嘱  熊木良太氏（戸田１団） 

 
※参考 施行細則第１２条（指導要員の新規委嘱） 

 指導要員は、指導者訓練に携わるに相応しい品性と経歴を有する埼玉県連盟加盟員で、日本連盟

及び埼玉県連盟の訓練方針に基づく指導者訓練を推進できるだけの奉仕能力を有し、次の基準に該

当する者の中から、所属団の団委員長、地区コミッショナー及び地区委員長の推薦を経て、理事長

が委嘱する。 

（１）年齢 ２２歳以上５７歳未満。 

（２）指導者経歴 隊指導者として積極的に隊活動３年以上携わった経験を有する者。 

（３）指導者研修歴 ウッドバッジ実修所または団委員実修所を修了していること。 

（４）定型訓練奉仕経験 

埼玉県連盟が開設担当するウッドバッジ研修所または団委員研修所、コミッショナー研修

所に、コース奉仕員として１回以上奉仕した経験を有する者。または、ボーイスカウト講

習会スタッフとして２回以上奉仕した経験を有する者。 

（５）資質 指導要員は次の資質を必要とする。 

1 本運動の目的・理念の正しい理解と受容。 

2 指導者訓練に携わるに相応しい品性と社会的な信用。 

3 地域（隊・団・地区を含む）での円滑な人間関係を保持し、自己の役割分担を確実

に達成できる意欲と能力。 

4 スカウト運動の向上と充実に向けて指導者訓練を中心に意欲的に取り組める。 

（６）研修等 資質の向上を図るため自己研鑽に励み、トレーニングチームが開催する研修会など

に積極的に参加すること 

２．退任 大瀧指導要員（ご本人からのお申し出、地区承諾済み） 

 

３．6月 19日課程別研修(BVS)講師変更 

  四阿指導要員→中村指導要員 

 

４．２０２２年度 第１回トレーニングチーム全体集会 

 ５月１４日（土） 10時～11時半WEB開催 

 

以上 
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2022年　5月 理事会資料
　　　　施設管理特別委員会 委員長 　荒木　丹

４月　施設管理特別委員会

出席：○　欠席：×　通欠：△

荒木 星谷 新井 狩俣 宮坂 鯉沼 新井 村井 牧野 滝澤 浅見

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ △ ○ ○ △

４月５日　定例委員会の出席状況について記載

理事会報告

協議題
1 今年度の予算配分の方針について

実行予算の組み立てを行う
管理棟正面の屋根はぜひとも作りたい
炊事場は仮でも屋根があるので、優先順位を下げる方向で考える
設計図を作成して、費用を精査する
作業日は別途検討する

2 委員長会同での意見
ｗｅｂカメラによる監視について検討する
電気は常に給電している状態になる
イニシャル・ランニングのコストはどれくらいか？
セキュリティの有効性を求めると、正面入り口・裏口・倉庫側の３台セットしないと意味がない
wifiが必要になるはずだが、あの場所は電波の受信を期待しにくい
光ケーブルは一応、サービス提供範囲内となっている
そのカメラの情報を誰が管理するのか？
そこまで必要か疑問、人感式のセンサーライトとダミーで良いのではないか
センサーカメラを配置するのではどうか
もう少し調整が必要

3 三芳倉庫の整理について
三芳倉庫内にあるマーキーの処分について検討する
18NSJで使用する事を考慮し、現地で組立て使用したものを引き取ってもらうのはどうか
渡すに当たって、組み合わせが正しくなければ支障が出るので組み立て確認が必要
格納・運搬の手間を考えても、分散して運んでもらう方が労力が少ない
いくらかの対価で販売するのはどうか？
三芳倉庫に残すのは10張あれば足りるものと考える
今後の手順として
①理事会承認・②告知・③希望の確認・④抽選・⑤引き渡しの告知

を行って8／9に間に合うようにしたい

4 事務局より要望されたこと
発電機について検討する
使用頻度・メンテナンスの手間を考えると発電機は避けた方が良いのではないか
充電型のポータブルバッテリー
ソーラーパネル＋ポータブルバッテリー　の方が有用に思われる

5 18NSJの支援について
４月２３日に秩父１団のキャンプ場整備とミューズパークの視察を行う
９時にパルテノン前の駐車場に集合とする

１個隊あたり５００㎡渡せるように調整する形でどうか？　過去のＮＪだと４５０～６００㎡程度のは
濃度の薄い雑排水は周囲に拡散蒸発散、濃い雑排水はタンクに集水して回収処分したい
過去の利用で、地盤改良された部分が多く、浸透能力は期待できない

ピクニック広場など、新しい追加エリアは予算を確保して測量作業を行いたい

次回、施設管理特別委員会は、４月２３日（土曜）９：００～秩父ミューズパーク　パルテノン前駐車場
５月１０日（火曜）１９：３０～web会議として行う予定
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5 月理事会資料                   

2022.4.16(土)16：00～18：00 

さいたま市サポートセンター北ラウンジ G・H                     

セーフ・フロム・ハーム特別委員会報告（2022 年度 4 月）  

１．開会  

  委員長挨拶、委嘱状伝達 

委員自己紹介 

２．報告事項 

３．今月の研究テーマ 

（１）セーフ・フロム・ハームの取り組みについて 

今年度委員会事業計画について   

  ・全体で内容を確認し、次回以降の委員会日程を第二もしくは第三火曜日の 19：00 から

に決定した。（状況に応じて変更の可能性あり）  

6 月２１日（火） 7 月１２日（火） 9 月２０日（火） 10 月１８日（火） 

11 月又は 12 月（未） 1 月１７日（火） 3 月１４日（火） 

（２）学習教材の活用について 

  BS・VS 用教材 漫画「セーフ・フロム・ハームってどんな意味」  

多面体サイコロゲームで遊ぼう 

・日連作成の教材を通じて、セーフ・フロム・ハームについての考えを委員会全員で共有

し、知識の擦り合わせを行なった。 

・教材を活用するべく、まずは指導者が教材について知ることから始めるべきという意見

が出た。 

  →地区のラウンドテーブル等で教材を紹介する、実際にゲームで遊んでみる等  

   次回会議にて、各地区実施できた場合は共有 

４．その他 

・日本ジャンボリーへの参加予定について 

    現時点で SFH 相談所（救護班）の設置が決定している →参加予定の委員を確認 

  

 次回予定 202２年 6 月 21 日（火）  19：00 ～   

参 

加 

状 

況 
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副 

委 

員 
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○ ○ ○ ○ ○ ○ △ △ ○ ○ ○ ○ ○ 
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維　持
会員数

通 常
維 持
会員数

特 別
維 持
会員数

維 持
会 員
合 計

合　計
台　数

2021
年 度
新 規

み な み 70,000¥   13名 95,000¥   10名 0名 10名 1台

さ い た ま 南 290,000¥  30名 235,000¥  23名 1名 24名 2台

さ い た ま 北 100,000¥  17名 120,000¥  20名 0名 20名 5台

む さ し 110,000¥  15名 75,000¥   11名 0名 11名 3台

北 武 115,000¥  9名 90,000¥   6名 0名 6名 0台

東 埼 玉 170,000¥  18名 150,000¥  17名 1名 18名 0台

ひ が し 95,000¥   16名 65,000¥   10名 0名 10名 2台

西 部 初 雁 240,000¥  25名 220,000¥  23名 1名 24名 6台

奥 武 蔵 80,000¥   12名 75,000¥   10名 0名 10名 1台

地 区 小 計 155名 130名 3名 133名 20台

毎 日 興 業 1,845,000¥ 190名 900,000¥  94名 0名 94名 1台

サ イ サ ン 70,000¥   10名 40,000¥   6名 0名 6名 0台

コカ・コーラ -¥        0名 30,000¥   1名 0名 1名 0台

ロ ー タ リ ー 95,000¥   7名 135,000¥  5名 2名 7名 0台

ラ イ オ ン ズ 15,000¥   2名 10,000¥   2名 0名 2名 0台

県 連 盟 35,000¥   4名 35,000¥   4名 0名 4名 0台

県 連 盟 小 計 213名 112名 2名 114名 1台

維 持 会 費 366名 242名 21台

特別維持会費 2名 5名

特別大口維持会費 4名 3名

令和４年５月７日

ボーイスカウト埼玉県育成会

２０２１年度　埼玉県育成会・維持会費・支援自販機　実績明細【3月末】

地 区 名

２ ０ ２ ０ 年度 ２ ０ ２ １ 年 度
支援自販機
設置台数

金 額 金 額

1,270,000¥ 1,125,000¥ 

2,060,000¥ 1,150,000¥ 

3,270,000¥ 2,085,000¥ 

60,000¥ 190,000¥ 

1,800,000¥ 1,300,000¥ 

総 合 計 5,130,000¥ 372名 3,575,000¥ 247名
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◇

◇

◇

◇

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

１．

２．

３．

１．

２．

地区還付金は、地区入金額÷２（５０％）×達成率で求め、百円未満を四捨五入する。

下記事項は、理事会承認済（令和3年4月4日・7月4日理事会）

以上

県　連

その他 0

西部初雁

合　　計 106

0

144,000

地区還付金については、目標依頼額達成率により額を決定する。

503,000

入金し、１００％を達成をした。

依頼金額を達成するには、既会員の入金促進と新規会員加入の増加が不可欠。

新規会員(１３名)を含め１６３名であり既会員の未納入者が５０件ありました。

既会員の整理を依頼は、1地区1件であり、後の会員は入金見込みありと思います。

今後は、各地区の副協議会長及び副委員長等の方に担当を決め、推進を願いたい。

還付について

地区依頼額については、日連依頼額を各地区の団数に応じ決定した。

5

163

1

東埼玉 272,000

255,000

204,000

153,000

12

ひがし

北　武 204,000

16

15

12

9

89,000

17

11

19

２０２1年度日本連盟維持会費目標依頼達成状況（　３月末日現在）

ー

ー

達成率

58.8%

達成

95.1%

66.8%

56.9%

達成

34.9%

68.6%

68.6%

0

奥武蔵

140,000

さいたま北

222,000

13

743,000

10

1

2,186,000

5

2,042,000

0

113

240,000

-166,000

-64,000

-48,000

２０２1年度地区目標額達成状況（２０２2年  ３月末日現在）　　　　　　単位：円

-10,000

-88,000

3 194,000

125,000

116,000

21

9

9

15

1

16

7

14

みなみ -49,000

5

105,000

結果について

日連依頼額 ２，１８６，０００円に対して、県育成会より ５２３，０００円を

単位：円

さいたま南

２０２１年度日本連盟維持会費埼玉県連盟依頼額

18,000

地　区　名

110,000382,000

70,000

２０２１年度日本連盟維持会費納入  ３月末日現在実績

  達成までの残高

２，１８６，０００円

２，１６８，０００円

　　０円

団数

7

12

内新規 入金額会員数

12 2

令和4年5月7日

むさし

目標依頼額

119,000

204,000

204,000

187,000

5

入金数

22

19

11

25

23

-62,0001

目標差

達成率　　１００．００％　

理事会資料

12

11
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1

2

3

◇

1

2

3

4

5

6

7

8

9

10

差引 ２０，０００円

理事会資料 令和4年5月7日

157

163

日連依頼額

県連納入額 達成率

２，１８６，０００円

２，１８６，０００円

地区還付

会員数

12

25

23

17

11

19

21

15

日連還付金 １，０９３，０００円

口振2件 依頼額達成さいたま南 12 204,000 22 5 222,000 18,000 108.82% 111,000

口振3件

むさし 11 187,000 11 1 125,000 -62,000 66.84% 41,775

さいたま北 12 204,000 19 3 194,000 -10,000 95.10% 92,247

-166,000 34.90% 15,531

48,000

口振1件

東埼玉 16 272,000 16 0 382,000 110,000 140.44% 191,000 口振1件 依頼額達成

北　武 12 204,000 9 0 116,000 -88,000 56.86% 32,979

13 1,443,000 -359,000 80.08% 589,191

14

6

口振1件

西部初雁 12 204,000 9 1 140,000 -64,000 68.63% 48,041

ひがし 15 255,000 7 0 89,000

口振2件

県　連 0 240,000 5 0 ー 県簾育成会戻し

奥武蔵 9 153,000 10 1 105,000 -48,000 68.63% 36,031 36,000

590,000 地区還付金小計 106 1,802,000 108

合　　計 106 2,042,000 113 13 2,186,000 144,000 ー 589,191

２０２1年度地区目標額達成状況及び達成率  地区還付金（２０２2年３月末日現在）

地区名 団数 目標依頼額 入金件数 内新規 入金額 目標差 達成率 還元金額 備　考

みなみ 7 119,000 5 2 70,000 -49,000 58.82% 20,587

５９０，０００円 戻し ５２３，０００円 １，１１３，０００円

合計県育成会額

日本連盟維持会費納入状況及び地区還付率・還付金計算

地区目標依頼額については、毎年度日本連盟よりの県連依頼額により変動する。

地区目標依頼額の入金額・達成率により、地区還付金を決定する。各地区維持会費入金推進取組状況の違いがある。

　　地区還付金は、地区入金額÷２（50％）×達成率で求め、百円未満を四捨五入し還付額を決定する。

地区還付金は、日本連盟より還付があり次第、速やかに地区へ還付する。

523,000

1,113,000

111,000

92,000

42,000

33,000

191,000

16,000

743,000 503,000 ー

四捨五入

21,000
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18NSJ・第 4 回埼玉キャンポリー関連情報-3 

 2022 年 5月理事会 

 

1 ミューズパーク内のサブキャンプについて、サイト区画の案を検討中 

 22 区画を整理しているが更に増設を検討中。 

 ・各サイトは平均 490㎡程度。 

 ・テントの形式は制限しない。 

  ・公園内の排水については、三次処理を行っているので今後公園と協議する。 

 2 18NSJ・4SC 隊長会議開催予定 

  ・7 月 3 日（日）午後 1 時 30 分～3 時 秩父ミューズパーク野外ステージにて 

   午前中と会議終了後は現地下見を兼ねる。 

   ※派遣隊形式での参加の場合、派遣隊隊長だけでなく他の指導者の参加も可能です。 

   6月 26日までに参加予定者を県連事務局に連絡ください。 

 

 ３ 確定申込案内を各地区に送付済み 

・6 月 3 日金曜日、県連締切 

 ４ 式典部よりお知らせ 

   ・開閉会式、ジャンボリー大集会等で使用する各団単位、15 秒程度の隊の紹介映像

（コマーシャル）を製作してほしい。 

    映像形式は問わない。7月中旬頃を目安に提出頂く予定。 

 ５ 交通手段に関するアンケート、配給に関する食数アンケートを実施予定。 

 ６ プログラム案は別紙のとおり 

   ・日本一プログラムにおける、火起こしで使用する「薪」は各隊（班）で用意する。 

   ・事前申込が必要なプログラムについては、5 月中にプログラムガイドと合わせ申込

書を各隊に送付予定。6月末申込締め切り、7月中旬頃に確定する予定。 

７ 記念品の T シャツ案完成＝注文販売を予定 

8   日本連盟公募枠希望 茨城：１６人、埼玉：９人、神奈川：１７人 

  群馬県連盟より最大で 200名の受入れ要請。 

9 情報は「18NSJ埼玉サテライト会場ポータル」からも情報がご覧いただけますので、

お試しください。 

https://sites.google.com/saitama.scout.jp/18nsjsaiportal/%E3%83%9B%E3%83%BC%E3

%83%A0?authuser=3 

以 上 
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18NSJ・4SC予納参加状況

隊数 BS VS 指導者 奉仕者等

みなみ 3 62 10 15 9

さいたま南 2 70 18 19 8

さいたま北 6 74 9 24 9

むさし 2 46 18 13 6

北武 2 36 18 10 22

東埼玉 10 68 15 23 21

ひがし 3 57 7 19 9

西部初雁 8 65 19 29 12

奥武蔵 56 7 8 6

小計 36 534 121 160 102

参加者総数 917

917万円
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全体行事・会場内プログラム

活動可能日

№. 名　　称 費用

A-1 開会式 参加スカウトが揃うオープニングセレモニー。
8/4夜

参加費無料
野外ステージ 徒歩 不要

A-2 ジャンボリー大集会
全国から集まる代表スカウトと、中央会場、サテライト会場の参加者をオン

ラインでつないで各地のジャンボリーの雰囲気を共有します。

8/7夜

参加費無料
野外ステージ 徒歩 不要

A-3 閉会式 参加スカウトが揃うクロージングセレモニー。
8/8夜

参加費無料
野外ステージ 徒歩 不要

A-４

ジャンボリー

日本一プログラム

「班旗立て」

全国のスカウトが技能を競い合うジャンボリー日本一プログラム

わが旗かざし「班旗立て」

３mの高さに班旗を自立させるまでの時間を競い合う。

8/5PM、8/6AMPM

8/7PM、8/8AM

参加費無料

日本一

プログラム

広場

徒歩 不要

A-５

ジャンボリー

日本一プログラム

「火おこし」

全国のスカウトが技能を競い合うジャンボリー日本一プログラム

火を絶やすな「火おこし」

マッチ２本以内で火をつけ竹ひごを焼切るまでの時間を競い合う。

8/5PM、8/6AMPM

8/7PM、8/8AM

参加費無料

日本一

プログラム

広場

徒歩 不要

A-６

ジャンボリー

日本一プログラム

「手旗信号リレー」

全国のスカウトが技能を競い合うジャンボリー日本一プログラム

ジョン・ブラン「手旗信号リレー」

手旗信号のリレーをおこなう。解答を提出するまでの時間を競い合う。

8/5PM、8/6AMPM

8/7PM、8/8AM

参加費無料

日本一

プログラム

広場

徒歩 不要

A-７ SDGｓプログラム
アーストライブプログラムに挑戦する。事前に班で話し合い勉強を行い、会

場内で実行してみる。

8/5PM、8/6AMPM、8/8AM

参加費無料

野外ステージ

横広場
徒歩 不要

A-８ 信仰奨励
教導職を招き信仰奨励プログラムを行います。

隊や班ではスカウツオウン・サービスを実施します。
8/7AM

野外ステージ

他
徒歩 不要

B-1 野営生活プログラム

チームワークを発揮して、サイトの設営、野営工作の製作、環境整備、安全

で快適な野営生活を実践する。このプログラムは期間を通して隊、班で取り

組むプログラムです。

ｷｬﾝﾌﾟ期間を通して実施

自分の

キャンプ

サイト

徒歩 不要

B-2 交流プログラム
ジャンボリーに参加している、県内や全国から集まったスカウトと交流す

る。

8/5夜、8/6夜、

8/7AM、8/8PM

参加費無料

ジャンボリー

会場
徒歩 不要

B-3 ベンチャーナイト キャンポリー参加のベンチャースカウトが集まる夕べ
8/6夜

参加費無料
交流広場 徒歩 不要

B-4 ローバーナイト キャンポリー参加のローバースカウトが集まる夕べ
8/5夜

参加費無料
交流広場 徒歩 不要

B-5 奉仕プログラム
野営場整備、環境整備、共同使用場所の清掃や整備などの奉仕活動を積極的

に実践する。
ｷｬﾝﾌﾟ期間を通して実施

ジャンボリー

会場
徒歩 不要

B-6
スキルアッププログラム

「パイオニアリング」

丸太とロープを用いて大型構築物の作成。仲間たちと協力して一つの目標に

向かうチームワークを発揮するプログラム。

8/5PM、8/6AMPM

8/7PM、8/8AM

参加費無料

芝生広場 徒歩 不要

B-7
スキルアッププログラム

「計測」

自分の体や、簡易測量器具を用いていろいろなものを計測する。自分の体を

使った計測のトレーニングが必要です。

8/5PM、8/6AMPM

8/7PM、8/8AM

参加費無料

野外ステージ

横広場
徒歩 不要

B-8
スキルアッププログラム

「野営工作」

与えられた木材とロープを使い「投石器」を作成し、ゲームに挑戦する。

ロープ結びの事前訓練がゲームに勝つポイントです。

8/5PM、8/6AMPM

8/7PM、8/8AM

参加費無料

芝生広場 徒歩 不要

B-9

ミューズパークプログラム

「フォレスト

アドベンチャー」

ミューズパーク内にある有料プログラムに挑戦する。

谷を超える6本のジップスライドを配置した国内最大級規模のアスレチックに

挑戦する。

8/5PM、8/6AMPM

8/7AMPM、8/8AMPM

参加費　3,800円

ミューズ

パーク内
徒歩 要

B-10

ミューズパークプログラム

「ビームライフルシュー

ティング」

ミューズパーク内にある有料プログラムに挑戦する。

競技仕様のビームライフルシステムを導入した日本初の本格的シューティン

グゲーム。

8/5PM、8/6AMPM

8/7AMPM、8/8AMPM

参加費　3,000円

ミューズ

パーク内
徒歩 要

B-11

ミューズパークプログラム

「バギートレック

アドベンチャー」

ミューズパーク内にある有料プログラムに挑戦する。

自然の表情を楽しみながら起伏に富んだコースをバギーでトレッキング。

8/5PM、8/6AMPM

8/7AMPM、8/8AMPM

参加費 大人5,500円

　　　中人(11～15歳)4,500円

ミューズ

パーク内
徒歩 要

C
参加隊・班

独自プログラム
事前の計画・準備に基づいて実施する、参加隊・班独自のプログラム ｷｬﾝﾌﾟ期間を通して実施

ミューズ

パーク内
徒歩 不要

2022.5.7現在18NSJ・第4回埼玉キャンポリー　プログラム一覧

移動
事前

申込

プ　ロ　グ　ラ　ム
場　　所プログラム内容
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会場外プログラム

活動可能日

№. 名　　称 費用

G-1
秩父を歩く ①

　琴平コース

秩父神社で歴史について学び、琴平丘陵コースをハイキングしながらミュー

ズパークへ戻るコース　所要時間 約5時間 / 距離 約16km

8/5PM、8/6AMPM

8/7PM、8/8AM

交通費

秩父市影森
徒歩

秩父鉄道

自由

参加

G-2
秩父を歩く ②

　高篠横瀬コース

野営地より班行動にて秩父市内の各所をハイキングしながら巡ります。所要

時間 約7.5時間 / 距離 約23km

8/6、8/8

交通費他

秩父市高篠

・横瀬

徒歩

秩父鉄道

自由

参加

G-3 ３アニメ聖地巡礼

秩父市内各所にあるアニメの舞台を巡礼する。

『あの日見た花の名前を僕達はまだ知らない。』

『心が叫びたがってるんだ。』『空の青さを知る人よ』

8/6、8/8　(8/5、8/7も可能)

交通費他

秩父市内

横瀬町内

徒歩

鉄道

路線バス

自由

参加

G-4 荒川の源流を求めて
入川渓谷の奥にある荒川の源流を目指す。

所要時間　9時間/距離　凡そ10ｋｍ

8/6

交通費
入川渓谷

路線バス

秩父鉄道

自由

参加

G-5
ヒガシノアラシヤマノボ

レ

秩父の単独名峰、撮影スポットとしても有名

元号としても有名な和銅遺跡で歴史調査。

8/6、8/8

交通費他
原谷地区

徒歩

秩父鉄道

自由

参加

G-6 鉱物探しの旅
秩父の単独名峰、撮影スポットとしても有名

金を探して武将たちが発掘した痕跡を調査する。

8/6、8/8

交通費他
原谷地区

徒歩

秩父鉄道

自由

参加

G-7 秩父ダムダム人を探せ
秩父には4つのダム（合角・浦山・二瀬＆滝沢）が有りダムカードがゲット出

来ます。　所要時間6～9時間

8/6、8/8

交通費他
ダム4か所

徒歩/バス

秩父鉄道

自由

参加

G-8
秩父随一の景色を見に行

こう

皆野町にある標高626.5ｍ破風山から秩父盆地の丘陵地帯が良く見える。

「必ず願いが満つる」満願の湯を満喫

8/5、8/6、8/8

交通費他
皆野町

徒歩/バス

秩父鉄道

自由

参加

G-9 難読地名！四阿屋山
埼玉県西端の地、小鹿野町両神地区で低山ハイキングと温泉を堪能できる

コース。   低山とはいえ鎖場も有る難関登山です。

8/6、8/8

交通費他
小鹿野町

徒歩

路線バス

自由

参加

G-10 地底王国へようこそ 浦山ダム資料館、浦山鍾乳洞でひんやり暗闇体験
8/6、8/8

交通費他
秩父市内

徒歩

秩父鉄道

自由

参加

G-11 秩父事件の足跡探し
明治時代に起きた秩父事件について調査ハイキング

石間交流学習館、井上伝蔵邸、椋神社など秩父事件の足跡を探す。

8/6、8/8

交通費他
秩父市吉田

徒歩

路線バス

自由

参加

G-12 札所御朱印めぐり
秩父には全部で34箇所の札所があり、全て回ると100km以上のコースになり

ます。自分の御朱印帳に、参拝後御朱印を頂くのも良いでしょう。

8/6、8/8

交通費他
秩父市内

徒歩/バス

鉄道

自由

参加

G-13 札所御朱印めぐりＡ
｢市街地を巡るみち｣札所１番の最初のお寺から9つ巡るコースです。

札所巡りのハイキングやプロジェクト計画のスタートに使えます。

8/6、8/8　(8/5、8/7も可能)

交通費他
秩父市内

徒歩

鉄道

自由

参加

G-14 札所御朱印めぐりＢ
｢尾根を歩くみち｣ミューズパークから出発して７つの札所を巡り、ミューズ

パークに戻るコースになります。

8/6、8/8　(8/5、8/7も可能)

交通費他
秩父市内

徒歩

秩父鉄道

自由

参加

G-15 食料をゲットせよ あしがくぼ渓谷国際釣場で魚釣り体験をして、昼食のおかずを増やしてね。
8/5、8/6、8/8　(8/7も可能)

交通費、陶芸体験代他
横瀬町

徒歩

西武鉄道

自由

参加

G-16 レトロの旅（C58乗車）
秩父鉄道のSLパレオエクスプレスに乗車(秩父～三峰口)と電車公園で撮影す

る。

8/6、8/8

交通費(SL乗車代)他
秩父市内 秩父鉄道

自由

参加

S-1 白い原石を探せ
日本の200名山に数えられる秩父の名峰、武甲山山頂を目指すコース

ミューズパークから登山口まではバスで移動します。

8/6

参加費(金額調整中)
武甲山 専用バス 予約

S-2 太古の生命を探せ
太古の生命の証である化石を自分の力で見つけよう！

　太古から地表が動いている痕跡、地層を見てみよう

8/6、8/8

交通費、釣り費用　他
秩父郡内 専用バス 予約

S-3
君は川猿になれるか（ラ

フティング）

激流荒川で班の仲間と協力してラフティングを楽もう！

激流を乗り切ったら仲間と雄叫びを上げよう

8/6

参加費(金額調整中)
長瀞町

徒歩

秩父鉄道
予約

S-4
自分のカヌーは

　自分で漕げ

長瀞付近で、カヤック体験（カヌーでは無い）　。

半日の体験コースです。所要時間　2.5時間

8/6、8/8　(8/5も可能)

交通費、

ラフティング費用　他

長瀞町
徒歩

秩父鉄道
予約

S-5 芸術は爆発だ！
陶芸体験工房 一隅舎にて、手ひねりや絵付けの陶芸体験。所要時間 ２～

３時間

8/6、8/8　(8/5も可能)

交通費、

カヤック費用　他

一隅舎
徒歩

秩父鉄道
予約

S-6 ちちぶ銘仙体験
ちちぶ銘仙館にて、藍染体験や型染や手織りの体験（要予約）ができます。

所要時間　２～３時間

8/6、8/8（8/5，8/7も可能）

交通費、

大\210/中学\100/小学\100

ちちぶ銘仙館
徒歩

秩父鉄道
予約

S-7 そば打ち体験 この道うん十年のそば打ち名人から、そば打ちの手ほどきを受けましょう。

8/6、8/8（8/5，8/7も可能）

交通費、

そば打ち体験費用　他

秩父市荒川
徒歩

秩父鉄道
予約

S-8 札所で写経座禅体験 由緒ある秩父札所のお寺で、法話を聞き座禅と写経を体験する。 調整中 秩父市内
徒歩

秩父鉄道
予約

※事前申込が必要なプログラムについては、5月中にプログラムガイドと合わせ申込書を各隊に送付予定。

　6月末申込締め切り、7月中旬頃に確定する予定。

プ　ロ　グ　ラ　ム
場　　所プログラム内容 移動

事前

申込
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8/4 8/5 8/6 8/7 8/8
午前 〇 〇
午後 〇 〇 〇
夜

与えられた材料で班旗を自立させ、より高く（３ｍ以上）立てる。

班 定員はなし

不要 不要

日本一プログラム広場

【概要】

プログラム区分 班対抗競技(班対抗のタイムトライアル)

プログラム概要 与えられた材料で班旗を自立させ、かつ、より高く（３ｍ以上）立てる。

プログラムのねらい ①チームワーク、協力

②身につけた結索の実践

参加対象 ボーイスカウト(班単位)

プログラム時間 ４５分（準備、後片づけ含む。競技時間25分）

【プログラム内容】

競技のルール

１．棒をそれぞれロープにつないで自立させる。

２．班旗の高さは３ｍ以上とする。

３．棒のつなぎ、ペグ、ロープ同士に使う結びは各班で考える。

４．競技時間は２５分(時間内に自立しなかった場合は失格)

５．スタートから１５秒間の自立するまでの所要時間を競い合う。

競技の運営

１．班員が全員そろって受付をおこなう。

２．実施場所にスタンバイする。

３．競技ルール、安全についての説明を行う。

４．スタートの合図で班旗立てに取りかかる。時間は２５分。できたら「できました」と申告する。

５．１５秒自立するかの確認。

６．片づけ

活動にふさわしい服装

班集会にて、ロープ結び訓練、どこに何結びを使うか決める、役割分担の実施

実際に立てる練習をしよう

チームワークの向上

概　要

プログラム内容

場　所

参加単位 定　員

参加費用

服装・携行品

チーム力 ★ ★ ★ ★ ★スコア 知力  ★ ★ ★ ☆ ☆ 体力 ★ ★ ★ ☆ ☆ 

注意事項

参加申込

メ　モ

事前準備

A－４ ジャンボリー日本一プログラム

わが旗かざし「班旗立て」
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8/4 8/5 8/6 8/7 8/8
午前 〇 〇
午後 〇 〇 〇
夜

用意された材料でかまどを作り、持参した薪等をセットして火をつけ、竹ひごを焼き切る。

班 定員はなし

不要 不要

日本一プログラム広場

【概要】

プログラム区分 班対抗競技(班対抗のタイムトライアル)

プログラム概要 用意された材料でかまどを作り、持参した薪等をセットして火をつけ竹ひごを焼切る。

プログラムのねらい ①様々な条件下で火をコントロールする。

②チームワーク

参加対象 ボーイスカウト(班単位)

プログラム時間 ４５分（準備、後片づけ含む。競技時間25分）

【プログラム内容】

競技のルール

１．用意された材料で、かまどを作る。

２．持参した薪を組む。薪組の高さは網より下までとする。

・薪、焚き付けは自然の樹木とする。

・薪、焚き付けは参加班が用意持参しそれを使用する。

・薪等の量は指定の袋１つに入るだけとする。受付時に分量をチェックする。

３．スタートから竹ひごが焼き切れるまでの所要時間を競い合う。

４．マッチは２本以内とし、新聞紙等は使わない。

競技の運営

１．班員が全員そろって受付をおこなう。

２．実施場所にスタンバイする。

３．競技ルール、安全についての説明を行う。

４．『スタート』の合図で計時を開始し、かまどを作り、火をおこし竹ひごを焼き切る。

５．競技時間は３０分間。その時間内で竹ひごを火で焼き切れなかった場合は失格。

６．片づけ

活動にふさわしい服装、軍手、うちわ、薪

班集会にて、作戦会議

マッチの使い方の練習、薪組について勉強しよう

チームワークの向上

チーム力  ★ ★ ★ ★ ★

参加費用 参加申込

知力  ★ ★ ★  ☆ ☆ 体力 ★ ★  ☆ ☆ ☆

場　所

服装・携行品

注意事項

メ　モ

事前準備

プログラム内容

参加単位 定　員

スコア

概　要

A－５ ジャンボリー日本一プログラム

火を絶やすな「火おこし」
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8/4 8/5 8/6 8/7 8/8
午前 〇 〇
午後 〇 〇 〇
夜

手旗信号を受信して、送信リレーする手旗信号による伝言ゲーム

班 定員はなし

不要 不要

日本一プログラム広場

【概要】

プログラム区分 班対抗競技(班対抗のタイムトライアル)

プログラム概要 手旗信号を受信して、送信リレーする手旗信号による伝言ゲーム

プログラムのねらい ①手旗スキルの実践

②チームワーク

参加対象 ボーイスカウト(班単位)

プログラム時間 ４５分（準備、後片づけ含む。競技時間25分）

【プログラム内容】

競技のルール

１．４つのポイントに班のスカウトを配置する。（ゴールには２人以上配置する）

２．スタート地点のスカウトAに、問題文を伝える。

３．次のスカウトBに向け、その問題文を手旗信号にて伝える。

　　受信したスカウトBから次のスカウトCに問題文を手旗信号にて伝える。

４．スカウトA→スカウトB→スカウトC→ゴール地点にいるスカウトDまで問題文を送る。

５．スカウトDは受信した問題文から解答を答える。

６．問題文を正しく送受信し、解答を提出するまでの所要時間を競い合う。

競技の運営

１．班員が全員そろって受付をおこなう。

２．競技説明後、それぞれのポイントにスカウトがスタンバイする。

３．号笛の合図でスカウトAに問題文を伝える。

４．解答提出までの所要時間を計測する。

５．競技時間は２５分間とする。

活動にふさわしい服装、手旗、筆記用具

班集会にて、手旗の送受信の練習

個人練習で５０音の送信練習

チームワークの向上

注意事項

メ　モ

服装・携行品

事前準備

概　要

プログラム内容

スコア  ★ ★ ★ ★ ★

参加単位 定　員

参加費用 参加申込

場　所

知力 体力  ★ ★  ☆ ☆ ☆ チーム力 ★ ★ ★ ★ ☆

A－６ ジャンボリー日本一プログラム

ジョン・ブラン「手旗信号リレー」
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2022/05/09 

18NSJ・第 4回埼玉キャンポリー隊長（指導者）会議の案内 

 

表題の件について、下記のとおりご案内いたします。 

ご多忙のところ、誠に恐縮ですがご参集ください。 

 

1 日 時  7 月 3 日（日）午後 1 時 30 分～  ※雨天実施 

       ※隊長のみでなく関係指導者の出席可能 

2 会 場  秩父ミューズパーク、野外ステージ 

       ＊受付 午後 1 時～ 野外ステージ東側入口付近 

3 内 容 ・総務部からの説明 

・野営管理部より 

・サブキャンプ部より 

・食堂・配給部より 

・プログラム部より 

・式典部より 

・安全衛生・救護部より 

・その他会場使用に関する事項の説明等 

4 服 装  制服（制帽は不要） 

        

5 駐車場  P7 駐車場の使用（別紙図の指定駐車場を必ず使用してください。） 

       ※駐車場に限りがあるので乗り合わせでお願いします。 

       ※野外ステージ周辺駐車場は音楽堂のライブコンサートで使用中 

電車利用（秩父鉄道・西武鉄道利用は西武バス時刻表を参考にしてください。 

PYNH.pdf (seibubus.co.jp) 

6 会場内下見 午前中等会議時間以外は公園内を下見可能（案内はしません。） 

        ※駐車場は上記に同じ【徒歩移動でお願いいたします。】 

 

 

※本件に関する問い合わせは県連盟事務局をとおし実行委員長に転送され回答します。 

 

 埼玉県連盟事務局 

電話 048-822-2463 

boyscout-saitama@coral.broba.cc 
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オリジナルＴシャツ

ご注文用紙

ヘビーウェイトコットンTシャツ（綿100%素材） 税込￥2,000

ボーイスカウト様オリジナルＴシャツのご案内

選べる3カラー

A

個隊名
¥

¥

¥

¥

配送希望時間
（佐川急便） ＡＭ ＰＭ 夕方

有限会社ハタヤスポーツ
担当　吉岡

埼玉県深谷市西島町1-3-6

ご注文記入欄

カラー

ブラック
　ｘホワイトプリント

A ブラック　ｘホワイトプリント

B ヘザーグレー　ｘブラックプリント C オリーブ　ｘペールグリーンプリント

B ヘザーグレー　ｘブラックプリント

C オリーブ　ｘペールグリーンプリント

合計金額

MS140 150 160 L 2L 3L 4L 小計

ご担当様お名前

送付先
〒

TEL

＊商品は出来上がり次第、発送させて頂きます。
（納期約３週間）

＊ご注文後のキャンセル、交換は致しかねますので
　ご了承ください。

第１回締め切り　6/12（日）
第２回締め切り　7/10（日）

ご注文
期間

＊商品発送時にご請求書を同送させて頂きます。
到着後、お振込にてご入金をお願い致します。

ご注文はFAX,E-mailにてお願い致します
TEL048-571-0563/FAX048-571-0566

E-mail hatayasp@hataya-sp.co.jp

サイズ目安 （M）
170
70/52

（L）
179
74/55

（2L）
181
78/58

（3L）
183
82/61

（4L）
186
84/64

（140）

あくまでサイズ目安となりますのでご了承ください。

137
56/40

（150）
150
59/42

（160）
157
62/44

（S）
163
66/49

身長 (cm)身丈/身巾Tシャツ・パーカー計15着以上
ご注文のチーム様に

（１５着毎に１ダース）

★ご注文特典★

BACK

FRONT

FRONT

BACK

18NSJ SAITAMA SATELLITE

BOYSCOUT

BACK

FRONT

18NSJ SAITAMA SATELLITE

18NSJ SAITAMA SATELLITE

BOYSCOUT

BOYSCOUT

BACK

FRONT

18NSJ SAITAMA SATELLITE

BOYSCOUT

＊10着以上のご注文で送料無料（10着未満の場合は別途送料￥800となります）
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SDGs タスクチーム ミーティング 報告 

第 8 回 2022/4/21 20：00～21：00 web 

参加者：江村、松田、杉尾、石井 

 

●討議事項 

 

〇提言草案の修正 

 

〇SDGs 資料整備 

 

 ・各部門への例示資料作成 

  1 冊にまとめてデータにて配布予定 

  別紙 

  

 ・プログラム導入への資料作成 

  コミッショナー集会にて、紹介予定 

  導入資料作成中 

  SDGs アイコンのご紹介等を予定 

  

 

 

 

 

〇次回 5 月 26 日 20：00～ オンラインミーティング予定 
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４．みんなのためになることをする。
５．ボーイスカウトなかまのあつまりに、さんかする。
６．こうつうの、きまりを、まもる。

社会
身近なところから「社会」に触れる。
自分は社会の・世界の一員であることを意識させる。
社会生活のルールを身に着ける。

１．ちかくの、こうじょうやはくぶつかんなどを、けんがくする。
２．きんじょの、おまつりなどに、さんかする。
３．みんなのために、はたらく人たちのことが、わかる。

７．かんたんな、りょうりをする。

社会と自分とのかかわり・ルールに関する細目

１．花や、やさいなどを、そだてる。
２．しぜんのいきものや、天気などを、気をつけて見る。
３．しぜんのざいりょうで、あそびどうぐをつくってあそぶ。
４．きせつのうつりかわりやとくちょうを、気をつけて見る。
５．ハイキングや、たんけんに出かける。
６．月や、星などの、ようすを、気をつけて見る。

６．きんじょのたいいくぎょうじなどにさんかする。
７．て、あし、からだなどのせいけつに気をつける。

自然
植物や気象・天体に関する細目

五感を研ぎ澄まし観察力を高めることで、自然の神秘に気が付くことができ
る。
同時に信仰心の芽生えのきっかけとする。
屋外での活動によって精神的・身体的によりよく成長する。

１．はやくねて、はやくおきる。
２．たべものの、すききらいを、なくすようにする。
３．うんどうをする。（てつぼう、まわとび、かけっこ、すいえいなど）
４．ゲームのルールをまもって、ゲームをする。
５．むかしからのあそびを、おそわってする。

６．はいと、いいえが、はっきりいえる。
７．いえのきまりをまもる。
８．みのまわりを、いつもきちんと、かたづけておく。

健康
自己管理や運動・清潔に関する細目

健康的な生活リズムを身に着け、健やかな体を作る基礎となる。
身体的成長や、安全・衛生についての知識を知り、習慣化する。

１．かみさまや、ほとけさまに、おまいりをする。
２．あいさつをする。
３．たい、くみ、うちで、しごとをすすんでする。
４．おさないものや、よわいものには、しんせつにする。
５．ほしいものがあっても、すこしのあいだ、がまんができる。

木の葉章細目とSDGs17の目標

課目 細目 SDGs

生活
挨拶や家庭内での役割、信仰・マナーに関する細目

集会内だけでなく、保護者と協力し、家庭の中でもボーイスカウトの教育的効
果を発揮させる。
この年代が形成すべき心の基盤（感謝、思いやり、礼儀・信仰心など）を育
て、自立への第一歩とする。
家族の一員として、自分の役割や勤めについて考えるきっかけとなる。

９．てがみや、にっきをかく。

７．よそのくにのはなしをきく。

表現
音楽や創作、文字表現に関する細目

自尊心を高めるために必要な「自己表現力」を伸ばすことで、
将来的にリーダーシップを発揮できる資質を高める。
五感を研ぎ澄まし、感性を磨き、創造性を育む。

１．うたを、うたう。
２．すきながっきを、えんそうする。
３．かんたんな、げきをする。
４．えをかいたり、えをみたりする。
５．かんたんな、ダンスや、おどりをする。
６．みんなのまえで、おはなしをする。
７．ざいりょうや、どうぐをくふうして、こうさくをする。
８．本をよんだり、かんそうをはなしたりする。
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カブブックの項目とSDG’ｓ関連

うさぎ SDG’ｓ

笑顔 食事の時に、感謝を言葉で表す

近所の人々や友達に元気よくあいさつをする

運動 自分に合った運動を選び、目標を決め、しっかり頑張ったこ

とを家族やリーダーに認めてもらう

安全 家のまわりにある交通標識と簡単な交通規則を知り、正しく

守る

清潔 いつも清潔に心がけ、身だしなみを整える（洗面、歯磨き、

整髪、入浴、手洗い、うがい、爪切り、ハンカチ、鼻紙の携

行など）計測 自分の足の指先からかかとまでの長さ、手の親指から小指ま

での長さ、両手を広げた長さを調べる

なわ結び ロープを使って、8の字結び、はな結びができる

工作 小刀を正しく使って、鉛筆を削る

表現 組で決めた物語をスタンツにして、それに参加する

観察 ハイキングに参加して、自然の中にある5種類の色を見つけ

ることができる

野外活動 自然を利用したゲームや活動をする

役に立つ 自分ができる家の中の仕事を、家族と相談して決め、実行す

る

日本の国旗 国旗を大切に取り扱い、正しくたたむことができる

世界の国々 10か国以上の国名を知る
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カブブックの項目とSDG’ｓ関連

しか SDG’ｓ

感謝 今までにお世話になった人々について、家族やリー

ダーと話し合う

家族の人やリーダーに感謝の手紙を書く運動 ハイキングに参加し、頑張ったことを家族やリーダー

に認めてもらう

事故の予防 自分のまわりで、危険だと思うところを家族やリー

ダーと話し合う

健康 バランスのとれた食事の大切さを知り好き嫌いをしな

いで食べる

計測 自分の体を使って、いろいろなものの長さをはかる

なわ結び ロープを使って、本結び、引きとけ結び、一重つぎが

できる

工作 小刀、のこぎり、金づちなどの道具を正しく使って物

を作る

表現 組で決めた物語をスタンツにして、その衣装や道具を

考え、隊集会で発表する

観察 野外で、リーダーの指定した自然のもの（植物や昆虫

など）を１０個見つけることができる

野外活動 野外料理を体験する

暮らしのマナー 電車、バスなどを利用するときのマナーをしり実行す

る

役に立つ 美化運動や募金活動に仲間と一緒に参加する

日本の国旗 国旗の歴史を知る

世界の国々 まわりの人から世界の国々についての話を聞き、まと

めて発表する
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カブブックの項目とSDG’ｓ関連

くま SDG’ｓ

心がけ お寺や神社、教会などにお参りする

制服を正しく身につけ、言葉づかいや動作がスマートにでき

る成長 3年生からの身体測定の記録をグラフにする

事故への対処 消防署や警察署への連絡方法を知る

緊急時の避難について、家族やリーダーと話し合う

救急 救急箱の中にあるものの種類と用途について知る

鼻血、切り傷、やけどをした時の初期の手当てができる

計測 自分の歩幅を知り、５０ｍを歩測する

なわ結び ロープを使って、もやい結び、ふた結びができる

工作 生活に役立つものを考え、道具を使って作る

表現 組で決めた物語をスタンツにして、その動きやせりふを考

え、隊集会で発表する

観察 ハイキングに参加して、自然の中の興味あるものを観察し記

録をつける

野外活動 ハイキングに持っていくもののリストを作成し、組のみんな

に紹介する

暮らしのマナー ゴミの分別方法を知り、家庭や集会で実行できる

役に立つ ビーバースカウトや年少スカウトのお世話をする

日本の国旗 集会などで、国旗を掲揚柱に揚げることができる

世界の国々 自分の知っている国の中から、1つの国を選んで、その国に

ついて発表する
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２０2２年５月７日 理事会 

日 本 連 盟 委 員 会 委 員 の 報 告   

 

委 員 会 委 員 報 告 事 項  

財務委員会 栗原委員 ・４月２２日、オンライン会議 

・令和３年度決算 約 1億円余剰金 特定積立金振替 

・令和４年度予算案 ５月理事会に上程 

 

 

80



 

   

2022 年 5 月 7 日 

理事会 

コミッショナー報告 

■4 月コミッショナー集会実施報告 

4 月 15 日(金) 19:30-21:15 Web 会議  計 40 名 兼務は重複カウント  

出席：県(6) みなみ(6) さいたま南(3) さいたま北(4) むさし(4) 北武(4) 東埼玉(4) ひがし(3) 西部初雁(3)  

奥武蔵(3)  

 

1. 連絡事項  

① 日本連盟コミッショナー人事 

  総コミッショナー：村田禎章（奈良）、国際コミッショナー：松平頼昌（東京）、プログラムコミッショナー：川瀬政美（大阪） 

  AiS コミッショナー：栗田哲郎（神奈川）、特命コミッショナー：氏家邦政（愛知）、浦田健司（福岡）、森地一夫（兵庫）、 

  【ブロック統括コミッショナー】 関東ブロック：片寄 朗（千葉） 

② 総コミッショナー通達「2022 年度コミッショナーの活動について」：資料 1 

③ 埼玉県連盟 2022 年度事業カレンダー：資料 2 

④ 地区コミッショナーG 名簿 ：資料 3 

⑤ コミッショナー訓練体系について：資料 4 

⑥ “スカウト保護者の集い”開催日程について：資料 5 

⑦ 3 月理事会コミッショナー報告：資料 6 

⑧ 「全団調査」の入力状況 4/9 現在未入力  八潮 1 

 

2. 今月のテーマ 

① 「ラウンドテーブルの活性化」  ② 「コミッショナーの安全管理」 

 

3. 地区別討議 

今月のテーマを受けて、コミッショナーの事業計画として見直すべき点があるか？ 

【参考】 3 月時点で RT の実施が計画されている地区 みなみ、さいたま南、むさし、北武、東埼玉、ひがし、奥武蔵 

「安全」に関するトレーニングの機会は計画されているか？ 

 

4. その他 

① 2 月日本連盟表彰申請審議結果(確定) 敬称略 

【たか章】：清水勇人(県連盟)、神田三枝(さいたま北)、藤城一巳(東埼玉) 

【かっこう章】：井原均(さいたま北)、久保田稔(西部初雁)、中村晃(東埼玉)、脇田大輔(さいたま北)、石原民子(ひがし) 

【褒状/隊長表彰】：加藤愛彦(みなみ)、高田大輝(みなみ)、黒川豊(さいたま北)、田口千秋(ひがし) 

【BS 振興国会議員連盟表彰】：芳賀勝義(ひがし) 

② 3 月表彰申請審議結果(確定) 

    【隊褒彰綬】：対象 69 隊中 63 隊を可として申請及び追加申請 1 隊(和光 1 団 CS 隊 40 年) 総計 64 隊申請 

【特別年功章】：5 年/48、10 年/37、15 年/29、20 年/33 総計 147 

【団 50 年章】：川口 15、加須 1、八潮 1、富士見 1 【特別県連有功章】：2 【県連有功章】：22 

【赤白功労金章】：1 【赤白功労銀章】：2 【赤白功労銅章】：30 【奉仕黄章】：10 【優良スカウト章】：1 

③ 25WSJ 参加希望者 県連盟選考面接の実施について 

     実施予定日：5 月 15 日(日) 午後、22 日(日) 午後 (両日共 会場は「埼玉教育会館」にて実施) 

④ 18NSJ 県連代表スカウト(確定) / 東埼玉 蓮田 3 本多 那奈、西部初雁 和光 1 榎 美雲 

 

5. 承認依頼事項(各地区コミッショナー役務の退任・変更・新任) 

退任：副コミッショナー 四至本(澤田)鈴香(みなみ)、大瀧利明(ひがし)、団担当コミッショナー 渡辺直幸(西部初雁) 

変更：団担当コミッショナー→副コミッショナー兼務 池田正義(みなみ) 

東埼玉 新任：副コミッショナー 菊池孝雄(幸手 1)、渡邊美喜子(加須 1)、団担当コミッショナー 飯塚孝夫(加須 1) 

 

次回 5 月 20 日(金) 19:30 オンライン 「SDGs プログラムの展開」・「団訪問進捗と今後の計画」  
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